
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
人
文
主
義
と
『
潜
主
論
』

i
バ
β
ソ
史
学
へ
の
疑
問
と
考
察
一

石

坂

尚

武

サルターティの人文主義とr潜主論』（石坂）

〔
要
約
】
　
十
五
世
紀
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
人
文
主
義
に
対
し
て
、
　
「
市
民
的
人
文
主
義
」
と
い
う
歴
史
概
念
を
も
っ
て
分
析
を
展
開
し
た
バ
ロ
ン
の
ル
ネ

サ
ン
ス
史
学
は
、
一
定
評
価
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
、
十
四
世
紀
の
人
文
主
義
か
ら
十
五
世
紀
の
そ
れ
へ
の
移
行
を
、
中
徴
的
な
も
の
か
ら
近
代
的
な
も
の

へ
の
発
展
と
し
て
捉
え
、
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
は
そ
こ
で
過
渡
的
役
割
を
果
し
た
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
は
、
市
民
的
、
共
和
主
義
的
立
場
を

明
言
し
て
十
五
世
紀
の
新
し
い
人
文
主
義
を
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
結
局
、
晩
年
に
お
け
る
借
主
の
台
頭
の
中
で
、
宗
教
的
、
君
主
主
義
的
な

十
四
世
紀
の
人
文
主
義
に
回
帰
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
バ
担
ソ
の
判
断
は
『
僑
主
論
』
の
解
釈
に
よ
る
。
し
か
し
そ
の
解
釈
は
、
文
献
の
客
観
的
読
解
、

著
作
の
書
か
れ
た
背
景
の
認
識
、
そ
し
て
人
文
主
義
的
著
作
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
疑
問
が
残
る
。
特
に
人
文
主
義
者
に
お
け
る
修
辞
学
的
志
向
に

配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
『
借
主
論
』
の
解
釈
に
問
題
が
あ
る
以
上
、
そ
れ
を
前
提
と
し
た
彼
の
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
観
、
「
市
民
的
人
文
主
義
」
も
再
検
討
さ
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
穴
八
巻
囚
号
　
一
九
八
五
年
七
月

は

じ
　
め
　
に

サ
ル
タ
ー
テ
ィ
砺
究
と
バ
ロ
ン
史
学
の
問
題
1

〉

　
＝
二
七
四
年
、
ペ
ト
ラ
ル
カ
が
死
去
し
た
後
、
ル
ネ
サ
ン
ス
人
文
主
義
運
動
の
推
進
的
地
位
は
、
コ
ル
ッ
チ
ョ
・
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
O
o
ピ
。
。
δ

ω
巴
¢
課
試
（
＝
ニ
ゴ
ニ
ー
一
四
〇
六
）
に
委
ね
ら
れ
た
。
彼
は
ペ
ト
ラ
ル
カ
の
死
ん
だ
次
の
年
、
　
一
三
七
五
年
か
ら
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
書
記
官
長

職
に
就
き
、
死
去
す
る
一
四
〇
六
年
ま
で
の
三
〇
余
年
間
、
そ
の
地
位
に
留
ま
り
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
人
文
主
義
的
文
化
運
動
の
最
も
有
力
な
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指
導
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
彼
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
ば
か
り
で
な
く
、
イ
タ
リ
ア
全
体
の
人
文
主
義
運
動
の
中
心
的
存
在
に
ま
で
な
る
と
同
時

に
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
イ
タ
リ
ア
人
文
主
義
の
中
心
地
に
し
た
て
あ
げ
た
。
ペ
ト
ラ
ル
カ
が
イ
タ
リ
ア
の
各
地
を
転
々
と
し
た
の
に
対
し
て
、

彼
は
ず
っ
と
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
定
住
し
、
職
業
的
人
文
主
義
者
と
し
て
自
立
し
た
。
そ
し
て
一
方
に
お
い
て
、
北
イ
タ
リ
ア
の
入
文
主
義
老
た

ち
と
交
流
し
、
彼
ら
を
知
的
に
指
導
す
る
と
と
も
に
、
他
方
、
自
ら
築
い
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
人
文
主
義
的
基
盤
に
お
い
て
弟
子
た
ち
を
育
成

し
、
ポ
ッ
ジ
ョ
や
ブ
ル
ー
二
等
の
有
能
な
人
文
主
義
者
を
ロ
ー
マ
教
皇
庁
の
書
記
官
職
へ
と
送
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
サ
ル
タ
ー
テ

ィ
は
、
北
イ
タ
リ
ア
の
人
文
主
義
者
と
つ
な
が
り
を
保
ち
つ
つ
、
同
時
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
ー
ロ
ー
マ
人
文
主
義
文
化
圏
と
も
言
う
べ
き
世
界
を

基
礎
づ
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
指
導
す
る
時
代
に
お
い
て
、
イ
タ
リ
ア
の
人
文
主
義
は
、
ペ
ト
ラ
ル
カ
自
身
に
よ
る
、
そ
れ

ま
で
の
個
人
的
な
性
質
の
活
動
の
域
を
越
え
て
、
運
動
の
層
の
厚
さ
を
獲
得
し
、
そ
の
内
的
な
充
実
を
も
遂
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
人
文
主
義
の
特
質
を
、
ル
ネ
サ
ン
ス
全
体
の
中
で
位
置
づ
け
つ
つ
、
近
代
へ
の
流
れ
の
中
で
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
文
化
史
の
視
野
の
ス
ケ
ー
ル
の
中
で
浮
か
び
上
ら
せ
た
学
者
が
、
ハ
ン
ス
・
バ
ロ
ン
で
あ
る
。
彼
は
、
一
九
五
五
年
、
そ
の
主
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

『
初
期
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
危
機
』
（
以
下
、
『
危
機
』
と
略
称
）
に
お
い
て
、
大
胆
で
明
快
な
「
市
民
的
人
文
主
義
」
の
理
論
を
展
開
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

た
。
さ
ら
に
、
一
九
六
七
年
の
著
書
と
ほ
か
の
諸
論
文
に
お
い
て
、
そ
の
歴
史
概
念
の
再
確
僑
を
表
明
し
た
。
そ
の
学
説
は
、
個
々
の
批
判
を

　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

受
け
つ
つ
も
、
彼
の
四
〇
年
以
上
の
研
究
実
績
の
重
み
も
あ
っ
て
、
い
ま
だ
不
動
と
言
え
る
。
こ
の
彼
の
研
究
上
の
高
い
地
位
と
栄
光
を
示
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

端
的
な
証
明
は
、
一
九
七
一
年
に
出
版
さ
れ
た
、
バ
揖
ン
の
七
〇
歳
を
記
念
し
た
九
〇
〇
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
古
論
文
集
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
三

十
数
名
の
「
．
ハ
ロ
ン
の
著
作
か
ら
影
響
と
多
大
な
刺
激
を
受
け
た
」
歴
史
研
究
者
が
名
を
連
ね
て
お
り
、
巻
頭
論
文
に
お
い
て
デ
ニ
ス
・
ヘ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

は
、
バ
ロ
ン
の
学
説
を
基
本
的
に
支
持
し
な
が
ら
、
高
い
評
価
と
賞
賛
の
言
葉
を
捧
げ
て
い
る
。

　
バ
ロ
ン
の
理
論
に
お
い
て
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
人
文
主
義
は
、
彼
の
提
示
す
る
「
市
民
的
人
文
主
義
」
の
重
要
な
転
換
点
を
な
す
存
在
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
バ
ロ
ン
に
お
い
て
は
、
人
文
主
義
運
動
は
、
中
世
的
な
古
い
型
の
人
文
主
義
か
ら
近
代
世
界
を
示
唆
す

る
新
し
い
型
の
人
文
主
義
－
「
市
民
的
人
文
主
義
」
鼠
く
8
潤
に
B
9
巳
ω
B
…
へ
と
展
開
し
た
と
解
釈
さ
れ
、
　
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
は
そ
の
前
者
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⑦

か
ら
後
者
へ
の
橋
渡
し
を
果
し
た
存
在
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

論
的
命
運
を
か
け
た
、
一
つ
の
決
定
的
な
柱
で
あ
る
。

こ
の
意
味
で
、
バ
ロ
ン
理
論
に
お
い
て
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
解
釈
は
、
彼
の
理

サルターティの人文主義とr借主論』（石坂）

　
バ
ロ
ン
の
考
え
る
「
市
量
的
人
文
主
義
し
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ト
レ
チ
ェ
ソ
ト
（
一
三
〇
〇
年
代
）
に
お
い
て
は
、
人
文
主
義
は
、
ペ
ト
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ル
カ
に
特
徴
的
な
よ
う
に
、
市
民
の
世
俗
的
活
動
を
蔑
視
し
て
そ
れ
か
ら
距
離
を
置
く
隠
棲
的
、
哲
学
的
、
宗
教
的
傾
向
が
強
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ワ
ト
ッ
ロ
チ
ェ
ソ
ト
（
一
四
〇
〇
年
代
）
の
人
文
主
義
は
、
備
主
国
ミ
ラ
ノ
か
ら
の
政
治
的
危
機
に
耐
え
、
そ
れ
を
克
服
し
、
高
ま
る
自
信
の
中
で
、
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
共
和
国
内
の
高
揚
す
る
自
覚
的
な
市
民
意
識
、
共
和
主
義
的
精
神
を
摂
取
、
吸
収
し
た
。
さ
ら
に
現
世
の
市
民
的
感
情
と
市
町
的
活
動
生
活
を
積

極
的
に
肯
定
し
、
ト
レ
チ
ェ
ソ
ト
の
修
道
院
的
な
隠
棲
的
生
活
志
向
に
対
し
て
、
意
識
厳
命
的
に
対
峙
し
た
。
政
治
理
論
に
お
い
て
は
、
当
然
に
市
民
的
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

由
を
基
礎
と
し
た
共
和
政
を
賛
美
し
た
。
共
和
政
の
こ
の
賛
美
は
、
市
民
的
自
由
こ
そ
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
商
業
活
動
の
原
動
力
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
市
民
的
人
文
主
義
は
、
言
語
理
論
に
お
い
て
は
、
俗
語
の
正
当
な
価
値
を
主
張
し
て
初
め
て
俗
語
文
法
典
を
生
み
出
し
、
軍

事
理
論
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
傭
兵
制
に
否
定
的
態
度
を
示
し
て
国
民
軍
の
必
要
を
訴
え
、
こ
の
点
に
つ
い
て
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
リ
の
理
論
に
は
る
か
に
先

　
　
⑫

ん
じ
た
。
さ
ら
に
古
代
ロ
ー
マ
史
の
解
釈
に
お
い
て
、
画
期
的
に
も
、
中
世
以
来
の
カ
エ
サ
ル
礼
賛
か
ら
訣
別
し
て
、
ブ
ル
ト
ゥ
ス
、
キ
ケ
ロ
と
い
う
、
ロ

ー
マ
の
市
民
的
自
由
を
死
守
し
よ
う
と
し
た
共
和
的
闘
士
た
ち
を
支
持
し
、
正
当
化
し
た
。

　
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
は
、
は
じ
め
壮
年
期
に
、
修
道
院
生
活
よ
り
市
民
的
活
動
の
方
が
神
聖
で
あ
る
と
し
て
、
里
俗
生
活
を
賛
美
し
、
さ
ら
に
共
和
政
の
下
で

の
定
言
的
自
由
を
提
唱
し
て
い
た
が
、
結
局
、
晩
年
に
な
っ
て
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
が
ミ
ラ
ノ
か
ら
の
政
治
危
機
に
直
繭
し
激
し
く
動
揺
す
る
中
で
、
ア
ウ
グ

ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
宗
教
的
価
値
観
と
中
世
以
来
の
世
界
震
主
政
の
支
持
に
回
帰
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
彼
は
、
は
じ
め
方
向
と
し
て
市
民
的
人
文

主
義
の
世
界
を
示
唆
し
、
そ
こ
に
一
歩
、
二
歩
と
足
を
踏
み
込
み
な
が
ら
も
、
危
機
的
状
況
の
中
で
は
そ
の
確
信
を
持
ち
続
け
得
ず
、
そ
の
進
歩
的
意
識
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ら
撤
退
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
市
罠
的
人
文
主
義
の
本
格
的
な
理
論
的
確
立
は
、
共
和
国
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
が
借
主
国
ミ
ラ
ノ
に
対
し
て
勝
利

を
得
た
後
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
高
ま
っ
た
政
治
的
自
僑
の
息
吹
き
の
中
で
、
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
弟
子
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ブ
ル
ー
二
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
で
あ

っ
た
。
つ
ま
り
人
文
主
義
は
、
戦
勝
後
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
市
民
意
識
の
息
吹
き
を
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
「
市
民
的
人
文
主
義
」
と
し
て
新
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た
に
生
ま
れ
か
わ
る
こ
と
が
で
き
、
近
代
樵
界
を
示
唆
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

66　．（588）

　
バ
ロ
ン
に
お
い
て
、
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
は
、
中
世
的
人
文
主
義
か
ら
市
民
的
人
文
主
義
へ
の
橋
渡
し
の
役
割
を
果
し
、
市
民
的
人
文
主
義
の
形

成
に
あ
る
程
度
関
与
し
た
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
意
味
か
ら
バ
ロ
ン
の
市
民
的
人
文
主
義
と
い
う
歴
史
概
念
の
理
論
的
成
立
は
、
サ
ル
タ
ー
テ

ィ
の
解
釈
に
大
い
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
は
バ
ロ
ン
理
論
の
土
台
で
あ
る
。
そ
の
土
台
が
疑
問
視
さ
れ
、
動
揺

し
瓦
解
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
バ
ロ
ン
の
理
論
自
体
が
崩
壊
し
か
ね
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
バ
ロ
ン
理
論
の
検
討

を
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
そ
の
も
の
の
解
釈
の
視
点
に
立
っ
て
正
面
か
ら
展
開
す
る
試
み
は
、
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
実
は
そ
の
理
由
は
、

バ
ロ
ン
の
『
危
機
』
を
め
ぐ
る
論
争
が
、
そ
こ
に
踏
み
込
む
べ
き
最
初
の
段
階
で
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
バ
ロ
ン
の
理
論
は
確
か
に
は
じ
め
は
経
済
史
的
見
地
や
そ
の
他
の
見
地
か
ら
色
々
の
反
響
を
見
た
。
特
に
、
歴
史
学
的
な
批
判
と
し
て

は
、
ペ
ト
ラ
ル
カ
の
位
置
づ
け
の
解
釈
、
ブ
ル
ー
二
の
『
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
頒
』
卜
§
§
§
国
ミ
§
§
ミ
ミ
ぴ
爵
の
解
釈
と
成
立
年
代
の
決
定

を
め
ぐ
る
解
釈
、
そ
し
て
人
文
主
義
老
に
お
け
る
修
辞
象
的
機
能
を
め
ぐ
る
解
釈
な
ど
か
ら
提
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
バ
律
ン
の
学
説
に
対
す

る
批
判
は
、
序
の
口
と
も
言
う
べ
き
『
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
頒
』
の
解
釈
の
段
階
に
お
い
て
、
早
く
も
バ
ロ
ン
か
ら
の
反
論
に
押
さ
れ
た
形
の
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

鎮
火
し
て
し
ま
い
、
ほ
か
の
数
々
の
画
題
点
は
不
問
に
付
さ
れ
た
。
「
ハ
ン
ス
・
バ
ロ
ン
は
論
争
に
勝
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
（
デ
ニ
ス

・
ヘ
イ
）
か
く
し
て
、
市
民
的
人
文
主
義
の
正
当
性
を
左
右
す
る
は
ず
の
、
肝
心
の
ブ
ル
ー
二
の
後
期
の
著
作
の
内
容
的
検
討
と
い
う
核
心
部

を
論
議
す
る
こ
と
は
お
ろ
か
、
転
換
診
た
る
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
思
想
の
検
討
さ
え
行
な
わ
れ
ず
に
済
ま
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
学
究

的
関
心
は
、
次
に
、
バ
ロ
ン
理
論
の
洗
礼
を
受
け
た
若
い
ル
ネ
サ
ン
ス
学
者
に
よ
っ
て
次
々
と
精
力
的
に
発
表
さ
れ
た
各
論
的
分
野
で
の
成
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

へ
と
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
バ
ロ
ン
の
サ
ル
タ
ン
テ
ィ
理
解
の
核
心
は
、
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
晩
年
の
閥
題
の
著
作
『
儲
主
論
』
U
偽
々
§
苫
§
の
解
釈
に
あ
る
。
こ
の
著
作

の
中
に
バ
ロ
ン
は
、
そ
れ
ま
で
接
近
し
て
い
た
進
歩
的
な
世
界
に
訣
別
し
て
、
本
来
の
中
世
的
な
世
界
に
撤
退
す
る
サ
ル
タ
ン
テ
ィ
の
老
い
た
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姿
を
認
め
る
の
で
あ
る
i
。

　
で
は
、
バ
戸
ン
の
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
支
え
て
い
る
歴
史
学
的
方
法
論
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
政
治

と
文
化
と
の
相
互
関
係
に
着
嫁
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
バ
環
ン
自
身
の
言
葉
を
借
り
る
と
、
　
「
歴
史
と
は
、
政
治
と
文
化
と
の
両
方
の
研

　
　
　
　
　
　
⑰

究
で
あ
る
べ
き
だ
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
観
点
は
、
ド
イ
ツ
で
の
若
き
バ
潭
ン
が
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ゲ
ー
ツ
二
巴
富
H
O
o
Φ
言
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

学
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
ゲ
ー
ツ
は
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
が
人
文
主
義
者
の
著
作
を
古
典
古
代
の
隷
属
的
模
倣
と
し
て
軽
視
し
た
の
に
対
し
て
、

人
文
主
義
者
の
歴
史
叙
述
に
独
創
的
思
想
を
見
出
す
の
で
あ
る
　
　
そ
し
て
そ
の
独
創
性
こ
そ
、
十
五
世
紀
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
い
て
、
歴

史
叙
述
と
政
治
行
動
と
の
密
接
な
関
係
の
中
か
ら
発
展
的
に
生
ま
れ
た
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
バ
ロ
ン
史
学
の
方
法
論
は
、
こ
の
師
ゲ
ー
ツ
の

視
点
の
線
上
に
あ
る
。
こ
の
線
上
か
ら
、
バ
ロ
ン
は
、
そ
れ
ま
で
修
辞
学
の
空
虚
な
産
物
で
し
か
な
い
と
考
え
ら
れ
た
人
文
主
義
者
の
歴
史
叙

述
等
に
対
し
て
、
研
究
対
象
と
し
て
の
正
当
な
価
値
を
認
め
て
、
そ
の
成
立
事
情
と
そ
の
一
語
一
句
の
解
釈
を
尊
重
す
る
姿
勢
を
も
っ
て
、
一

九
二
〇
年
代
か
ら
研
究
実
践
を
展
開
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
画
期
的
な
成
果
が
、
『
危
機
』
で
あ
っ
た
…
そ
の
執
筆
に
貫
か
れ
る
精
神
は
、

初
期
ル
ネ
サ
ン
ス
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
け
る
政
治
状
況
を
し
っ
か
り
捉
え
、
そ
の
直
接
的
所
産
と
し
て
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
、
ブ
ル
ー
二
の
著
作

の
成
立
を
考
え
て
そ
の
内
容
を
重
要
視
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
観
点
か
ら
ブ
ル
ー
二
を
中
心
に
初
期
ル
ネ
サ
ン
ス
を
再
編
成
し
、
中
世
か

ら
近
代
へ
の
移
行
の
中
で
「
市
民
的
人
文
主
義
」
と
い
う
形
で
、
そ
の
理
念
的
傾
向
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
i
か
く
し
て
、
バ
戸
ン
は
、

ル
ネ
サ
ン
ス
を
中
世
か
ら
脱
皮
し
た
、
対
照
的
な
世
界
と
捉
え
る
こ
と
に
お
い
て
は
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
以
来
の
西
欧
歴
史
学
の
伝
統
を
継
承
し

た
が
、
ペ
ト
ラ
ル
カ
を
最
初
の
近
代
人
と
し
て
、
ま
た
人
文
主
義
の
先
駆
的
存
在
と
し
て
考
え
て
い
た
そ
れ
ま
で
の
歴
史
学
か
ら
は
決
然
と
挟

を
わ
か
ち
、
文
化
史
的
な
中
心
を
十
五
世
紀
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
へ
と
移
行
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
奇
し
く
も
美
術
史
上
の
革
新
と

も
一
致
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
バ
ロ
ン
の
歴
史
学
的
方
法
論
、
特
に
史
料
へ
の
ア
ブ
瓦
書
チ
に
問
題
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
　
「
歴
史
と
は
、
政
治

と
文
化
と
の
両
方
の
研
究
で
あ
る
べ
き
だ
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
政
治
史
的
基
礎
の
上
に
文
化
史
的
考
察
を
行
な
う
や
り
方
に
つ
い
て
は
、
今
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日
異
論
を
唱
え
る
者
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
バ
潭
ン
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
む
し
ろ
他
の
学
者
に
よ
っ
て
摂
取
さ
れ
て
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
ヴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

エ
ネ
ツ
ィ
ア
な
ど
の
政
治
的
文
化
史
に
も
積
極
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
彼
の
史
料
解
釈
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
人
文
主
義

者
が
書
き
残
し
た
著
作
に
対
す
る
バ
ロ
ン
の
扱
い
方
1
す
な
わ
ち
、
彼
ら
の
著
作
を
美
辞
麗
句
と
レ
ト
リ
ッ
ク
の
空
疎
な
羅
列
と
見
ず
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

深
い
思
想
性
と
精
神
性
を
汲
み
取
ろ
う
と
し
て
そ
の
一
語
一
句
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る
文
献
解
釈
の
姿
勢
に
は
、
人
文
主
義
者
の
わ
な
に
か
か

り
や
す
い
危
険
性
が
伴
っ
て
い
る
の
で
あ
る
ま
い
か
。
都
市
や
宮
廷
に
雇
傭
さ
れ
た
人
文
主
義
者
に
は
、
修
辞
学
者
、
雄
弁
家
と
し
て
本
質
的

に
要
請
さ
れ
て
い
る
社
会
的
役
割
が
あ
り
、
依
頼
さ
れ
た
必
要
と
状
況
に
よ
っ
て
力
点
と
主
張
を
カ
メ
レ
オ
ン
の
ご
と
く
変
え
る
、
二
枚
舌
の

レ
ト
リ
シ
ャ
ン
的
本
質
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
の
ゆ
え
に
我
々
は
警
戒
心
を
も
っ
て
文
献
解
釈
を
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
－
こ
の
疑
問
に
対

し
て
、
　
『
危
機
』
も
そ
の
後
の
論
文
も
十
分
な
回
答
を
示
し
た
と
思
わ
れ
な
い
。
確
か
に
バ
ロ
ン
の
文
献
解
釈
を
積
極
的
に
支
持
す
る
学
者
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
る
　
　
修
辞
学
は
単
な
る
技
術
で
は
な
い
。
修
辞
学
的
著
作
も
そ
の
内
容
か
ら
判
断
さ
れ
る
べ
き
だ
、
と
。
だ
が
、
こ
の
問
題
は
一
般
論
と

し
て
論
議
す
べ
き
で
は
な
く
、
バ
ρ
ン
が
扱
っ
た
文
献
を
見
て
、
そ
の
個
々
の
解
釈
の
次
元
で
是
非
を
論
ず
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
か

ら
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
『
借
主
論
』
に
つ
い
て
の
バ
ロ
ン
の
解
釈
を
具
体
的
に
再
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
は
修
辞
学
的
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を
持
っ
た
文
献
解
釈
の
可
能
性
と
妥
当
性
を
探
り
な
が
ら
考
察
し
て
い
き
た
い

が
、
同
時
に
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ま
で
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
研
究
に
専
念
し
た
学
者
の
業
績
に
も
注
目
し
た
い
。
バ
ロ
ン
理
論
と
そ
の
批
判
の
展
開
に

つ
い
て
の
学
説
史
的
な
考
察
に
関
し
て
は
、
著
者
は
既
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
が
、
バ
ロ
ン
理
論
に
対
す
る
疑
聞
は
、

J
・
E
・
シ
ー
ゲ
ル
、
P
・
O
・
ク
リ
ス
テ
ラ
ー
な
ど
の
、
全
く
異
な
っ
た
視
点
か
ら
の
方
法
論
的
疑
問
の
ほ
か
に
、
こ
の
個
人
研
究
と
い
う

別
の
視
点
か
ら
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
中
世
か
ら
近
代
へ
の
展
望
の
中
で
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
、
バ
ロ
ン
の

大
胆
な
近
代
史
的
考
察
と
は
対
照
的
に
、
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
生
涯
と
個
々
の
著
作
を
綿
密
に
研
究
し
た
歴
史
家
の
考
察
か
ら
は
、
地
道
で
か
な

り
重
み
の
あ
る
、
ノ
ー
マ
ル
な
解
釈
が
導
か
れ
て
い
る
。
B
・
L
・
ア
ル
マ
ン
の
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
研
究
書
は
、
そ
れ
自
体
本
来
的
に
、
バ
ロ

ン
の
方
法
論
や
特
異
な
学
説
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
が
、
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
思
想
の
形
体
と
形
成
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に
着
眼
し
、
著
作
の
個
々
の
解
釈
に
お
い
て
無
理
の
な
い
堅
実
な
見
方
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
バ
ロ
ン
の
よ
う
な
大
き
な
結
論
に
拘
束

さ
れ
な
い
強
み
も
作
用
し
て
か
、
バ
ロ
ン
の
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
像
に
一
つ
の
疑
問
を
投
じ
て
い
る
面
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

ア
ル
マ
ン
に
限
ら
ず
、
最
近
の
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
研
究
家
（
R
・
G
・
ウ
ィ
ッ
ト
他
）
に
つ
い
て
も
多
か
れ
少
な
か
れ
雷
え
る
こ
と
で
あ
る
。
本

稿
で
は
、
修
辞
学
的
文
献
解
釈
の
ほ
か
に
、
こ
う
し
た
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
研
究
家
の
個
別
研
究
を
、
バ
ロ
ン
の
巨
視
的
な
ル
ネ
サ
ン
ス
史
観
と
対

置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
バ
ロ
ン
の
理
論
的
問
題
性
を
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

　
以
上
の
こ
と
を
簡
単
に
ま
と
め
た
い
。
バ
ロ
ン
の
帯
民
的
人
文
主
義
の
理
論
的
正
当
性
の
判
断
の
鍵
の
一
つ
は
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
に
あ
り
、
そ

れ
も
『
僧
主
論
』
の
解
釈
に
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
我
々
は
『
聖
主
論
』
の
検
討
に
集
中
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
思
想
の

形
態
と
背
景
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
同
時
に
、
そ
こ
で
は
バ
ロ
ン
が
示
し
た
人
文
主
義
的
著
作
に
対
す
る
解
釈
の
方
法
自
体
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

正
当
性
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

①
声
望
霞
。
戸
§
馬
O
篭
亀
的
ミ
暮
馬
肉
ミ
◎
隠
ミ
焼
ミ
い
沁
題
ミ
篭
ミ
§
笥
b
。
＜
o
『
■
”

　
勺
『
貯
。
簿
O
ロ
、
一
り
α
α
．
話
く
■
③
鑑
．
℃
℃
ニ
ロ
。
象
9
ど
一
り
O
①
幽
本
稿
は
一
九
六
六
年
の
改
訂

　
一
巻
本
に
よ
っ
た
。
ま
た
同
書
の
文
献
的
研
究
と
し
て
次
の
書
も
重
要
で
あ
る
。

　
竈
§
｝
§
蕊
目
無
螢
袋
9
ミ
、
ミ
帖
鮎
鳶
ミ
ト
帆
無
類
ミ
篭
画
嵩
㍉
、
O
日
露
亀
a
9
ミ
謬
ミ
融
ミ
暮
馬

　
切
偽
鴫
§
§
砧
ミ
導
馬
心
§
篤
ミ
。
§
§
、
O
碧
づ
導
惹
α
q
Φ
M
窓
霧
㎝
．
、
一
㊤
締
・
日
本
で
バ
ロ

　
ン
理
論
に
言
及
し
た
研
究
と
し
て
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
谷
泰
「
中
蝕
都
市
フ
ィ

　
レ
ソ
ツ
ェ
に
お
け
る
政
治
悪
想
」
（
『
西
洋
史
学
』
八
三
、
昭
和
三
三
年
）
永
井
三

　
明
「
人
文
主
義
」
（
『
岩
波
講
座
・
世
界
歴
史
一
一
』
　
（
昭
和
四
五
年
）
抽
、
稿
「
ル

　
ネ
サ
ソ
ス
入
文
主
義
の
課
題
i
『
粛
民
的
人
文
主
義
』
を
め
ぐ
っ
て
一
i
」
（
『
文

　
化
史
学
』
三
五
～
三
七
、
昭
和
五
四
～
五
六
年
）

②
　
螢
し
d
胃
。
ジ
、
δ
ミ
、
ミ
ミ
§
｝
な
ト
巴
§
ミ
。
き
、
N
ミ
ひ
O
巴
＄
α
q
o
匿
い
。
＆
8
㌧

　
一
〇
〇
Q
o
．
U
①
O
ロ
騨
同
α
O
　
じ
d
吋
鐸
艮
”
、
、
、
勺
戦
O
譜
G
o
。
陰
δ
ロ
巴
菊
げ
①
8
甑
O
一
費
ロ
．
O
『
　
、
O
一
＜
♂

　
譲
凝
議
餌
差
。
q
け
．
．
．
b
、
翁
馬
ミ
ミ
㌧
鳶
題
ミ
、
コ
ρ
ω
伊
〉
箕
嘗
一
㊤
O
メ
鎗
I
G
。
メ

③
　
バ
ロ
ン
の
理
論
に
対
す
る
疑
問
、
批
判
と
し
て
以
下
の
研
究
が
あ
る
。
　
旨
国
’

ω
Φ
茜
①
剖
、
．
、
Ω
く
一
〇
揖
田
日
蜀
巳
。
。
ヨ
、
．
o
「
．
、
9
8
δ
三
麟
コ
労
7
0
8
覧
。
．
、
ツ
類
お

O
巳
ε
話
。
州
℃
①
辞
鍵
。
ゲ
㊤
頃
α
じ
ご
『
二
毛
「
．
㌔
騎
無
ミ
ミ
℃
鳶
鷲
ミ
㌧
質
9
ω
鳥
、
H
り
①
9

㊤
昌
山
鵠
ぎ
、
ミ
詩
§
民
℃
ミ
、
8
0
辱
翠
黛
§
需
ミ
ミ
焼
題
ミ
～
聴
奪
ミ
ミ
ミ
防
§
い
勺
訟
⇒
8
ε
ジ

一
〇
〇
Q
Q
、
o
F
O
O
噛
O
’
O
Q
霧
m
9
、
勺
δ
器
簿
ヨ
ρ
。
一
笹
Φ
多
重
㊦
菊
一
謹
器
9
ヨ
。
鵠
8
津
巴
冨
昌
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

”
㊦
¢
、
o
℃
Φ
昌
昌
出
即
畠
b
口
話
。
斜
肉
的
ミ
恥
ミ
い
、
ミ
、
執
ミ
ミ
ミ
帖
ミ
§
始
り
宅
■
℃
．
O
．

穴
比
半
円
一
〇
さ
．
、
ω
宕
α
一
〇
。
。
ヨ
菊
。
コ
a
ω
墨
p
8
類
雌
葺
帥
算
置
旨
乳
母
ヨ
α
q
夢
。
一
器
け

け
毛
Φ
コ
σ
・
望
8
「
。
。
、
、
℃
9
畿
ミ
a
s
こ
ぎ
沁
§
蟹
田
旨
ミ
零
♪
淀
噛
一
り
O
P
男
①
八
戸
Ω
＝
σ
Φ
訴
、

§
ら
ミ
§
馬
ミ
§
ミ
9
§
“
帖
奪
ミ
帖
註
、
℃
物
貰
8
仲
9
ど
H
り
9
㌔
唱
や
り
？
鈴
し
u
’
野

q
一
一
二
塁
詳
『
ぎ
奪
ミ
§
ミ
防
ミ
ミ
O
ミ
§
職
。
肋
ミ
ミ
騒
臥
斜
℃
自
。
血
岳
、
一
㊤
O
。
。
層
℃
や
ω
Q
。

一
心
曾
勺
0
8
「
自
①
a
ρ
．
、
℃
O
一
一
町
勢
蟷
嵩
α
幻
7
①
8
蔦
同
肉
一
噂
男
ざ
お
o
N
㊤
ヨ
＜
o
冨
σ
Φ
臨
O

日
量
菊
①
白
糸
ω
。
・
雪
8
■
U
一
〇
ご
①
o
一
〇
σ
q
誌
ぽ
菊
①
o
馨
♂
ユ
一
σ
q
ロ
ロ
σ
Q
儒
震
歪
。
お
簿
ぎ
興

〉
辰
し
。
窪
唱
。
一
三
搾
　
ユ
霞
。
ぴ
　
O
o
一
口
0
9
0
ω
巴
母
p
拝
、
、
さ
忌
ご
蒸
曳
き
ミ
楠
ミ
ー

鷺
恕
ミ
も
ミ
魯
ミ
レ
㊤
0
9
一
四
一
－
卜
。
卜
∂
9
p
嵩
鳥
：
℃
o
多
識
ω
7
0
＜
⑦
筈
掌
。
一
嵩
昌
ω
≦
①
於
¢
二
α
興

コ
。
器
簿
貯
興
○
に
σ
q
舞
。
三
¢
し
。
。
。
。
b
。
1
匠
8
”
．
．
9
巳
ミ
“
ミ
こ
も
ミ
罫
さ
磐
も
薦
恥
㍗
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恥
愚
鷺
㌧
、
ミ
謡
ミ
岬
ミ
、
ミ
諭
無
箋
守
鴨
薫
、
寓
陣
触
ミ
肋
ら
ミ
恥
紅
暗
鷺
3
、
碁
壽
ミ
醐
ミ
、
ミ

　
ミ
乳
。
篭
怨
偽
臥
寒
ミ
ミ
ミ
9
蝿
鴨
卸
＜
o
ド
q
町
や
棄
瞬
。
ω
ぴ
P
α
①
9
一
り
刈
○
○
」
H
α
Φ
1
齪
ρ

④
バ
ロ
ン
の
研
究
を
評
価
し
た
も
の
と
し
て
次
．
の
よ
う
な
著
書
が
あ
げ
ら
れ
よ

　
う
。
葡
ミ
§
軌
題
ミ
討
p
9
謎
ミ
恥
恥
帖
遷
き
㌶
ミ
焦
語
順
罐
切
窺
ξ
き
Φ
鳥
こ
〉
’
竃
。
揺
。

　
p
”
α
㎏
．
〉
．
8
①
ロ
①
ω
〇
三
”
U
①
御
嵩
ダ
H
篇
貯
9
ρ
一
㊤
録
．
O
o
o
同
σ
q
①
韻
。
一
三
①
ω
”
§
馬

　
、
ご
§
ミ
昔
馬
肉
壽
～
膏
ミ
馬
ゆ
ミ
ミ
ミ
竃
O
O
－
q
ρ
h
o
潟
α
o
ジ
一
〇
⑦
ρ
℃
療
↓
■
菊
。
O
・
づ
刃
津
け
㌧

　
O
o
ミ
＆
ご
切
匙
ミ
、
ミ
帖
ミ
軸
翫
ミ
恥
㌧
畿
ミ
驚
ト
ミ
鳳
ミ
φ
O
o
昌
Φ
＜
o
㌧
一
㊤
刈
伊
や
o
Q
8
p
。
昌
山

　
簿
嚇
．
噺
ミ
塁
ミ
艦
註
O
さ
毯
δ
犠
翫
賄
、
O
霞
7
国
ヨ
㌧
一
り
O
Q
ω
℃
℃
。
一
①
Q
Q
湿
噛
℃
．
悼
O
海
P
§
馬

　
野
唖
ミ
童
葡
馬
特
譲
ミ
帖
♪
o
α
こ
じ
d
o
コ
噺
餌
ヨ
冒
ρ
閑
。
｝
昌
弾
ロ
画
図
。
ロ
巴
匹
ρ
毛
搾
計

　
ご
包
く
。
同
ω
詳
冤
。
｛
℃
①
鵠
鵠
ω
覧
ぐ
p
菖
p
勺
騰
①
ω
ω
ヤ
一
Φ
刈
Q
Q
b
℃
」
b
o
Q
Q
．
ピ
p
¢
尻
。
蜜
P
贋
謡
ロ
①
o
り
、

　
§
恥
恥
ミ
簿
N
環
⑤
『
ミ
魚
＼
肉
、
O
§
囁
N
篭
“
ミ
鳶
§
剛
§
註
乳
き
℃
村
田
O
⑦
8
戸
一
〇
①
G
Q
㌧
℃
や
b
o
謡

　
1
も
Q
O
鐙
ρ
〉
．
じ
ご
「
鐸
皇
（
O
さ
需
馬
“
N
ミ
塁
ミ
配
陣
、
N
o
鳶
鵠
聴
㌔
翼
。
≦
く
。
冠
置
H
O
ゆ
ρ
℃
や
ト
。
ω
劇

　
一
ρ
p
p
島
§
馬
G
ご
詩
刷
さ
喰
ミ
駄
肉
霜
、
骨
需
ミ
§
胴
亀
ミ
N
亀
、
ご
捲
巨
岩
”
勺
撹
一
鵠
O
ゆ
8
ジ

　
H
り
刈
8
℃
や
ω
O
O
l
ω
P

　
　
バ
ロ
ン
の
提
起
し
た
「
市
属
的
人
文
主
義
」
と
い
う
歴
史
概
念
は
、
特
に
十
五

　
蝕
紀
前
半
の
フ
ィ
レ
ン
ッ
．
エ
の
市
民
中
心
の
新
し
い
文
化
的
傾
向
の
入
文
主
義
運

　
動
を
端
的
に
表
現
し
た
も
の
と
し
て
一
般
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
文
字
通
り

　
蜜
民
権
を
得
て
い
る
。
（
目
語
で
も
、
例
え
ば
溝
水
廣
～
郎
教
授
は
、
「
万
有
百
科

　
事
典
」
の
中
の
『
ル
ネ
サ
ン
ス
』
の
項
目
に
お
い
て
こ
の
歴
史
用
語
の
下
に
人
文

　
主
義
の
時
代
を
説
明
し
て
い
る
。
）
た
だ
そ
の
語
の
歴
史
的
解
釈
は
研
究
者
に
よ
っ

　
て
様
々
で
あ
る
。
例
え
ば
、
市
罠
的
人
文
主
義
の
頂
点
を
ど
こ
に
認
め
る
か
に
つ

　
い
て
、
バ
ロ
ン
は
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ブ
ル
ー
二
に
認
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
に
対

　
し
、
E
・
ガ
レ
ン
は
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
言
動
全
般
に
認
め
る
（
『
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ

　
サ
ン
ス
に
お
け
る
市
民
生
活
と
科
学
．
魔
術
』
清
水
純
一
、
斎
藤
泰
弘
訳
岩
波

　
書
店
昭
和
五
〇
年
十
八
頁
）
。
さ
ら
に
、
パ
ロ
ソ
の
「
市
民
的
人
文
主
義
」
を

　
現
実
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
商
人
の
意
識
に
認
め
て
分
析
し
．
ハ
ロ
ン
理
論
を
援
護
し
た

　
C
・
ペ
ッ
ク
（
O
．
じ
d
Φ
ρ
卜
覇
ミ
翁
§
趣
§
ミ
恥
魯
ミ
㊤
ミ
Q
窃
㌦
窺
欝
等
厚
ミ
為
N
ミ
㎞
§
職
恥
ミ
馬

　
昏
ミ
。
蓋
蟻
§
一
ω
刈
？
冠
Q
。
声
℃
p
鶏
ρ
一
Φ
①
メ
）
は
十
四
、
．
十
五
世
紀
の
フ
ィ
レ
ン
ツ

　
ェ
の
人
文
主
義
を
展
望
し
た
箸
作
の
中
で
、
L
・
B
・
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
の
『
籔
族

　
論
隠
b
偽
ミ
負
．
寒
点
碍
ミ
袋
の
中
に
宙
甕
的
人
文
主
義
の
熟
し
た
共
現
を
見
禺
す
と

　
と
も
に
、
そ
の
著
作
の
最
終
の
弟
四
巻
に
、
そ
の
没
落
の
微
候
さ
え
認
め
て
い
る

　
（
『
メ
ジ
チ
家
の
侭
紀
』
西
本
晃
二
訳
　
白
水
社
　
昭
和
五
五
年
　
第
一
部
）
。

⑤
々
壽
ミ
器
§
§
噛
9
ミ
凡
鴨
恥
§
さ
｝
軸
ミ
ミ
ミ
浅
鳶
ミ
薯
℃
a
■
、
〉
．
竃
。
ぎ
。

　
ρ
”
回
雪
〉
’
円
①
α
O
Q
。
O
げ
納

⑥
∪
魯
岩
国
”
ど
、
、
出
9
蕊
じ
d
母
8
貯
類
窪
窪
。
。
ω
器
。
0
口
尻
8
二
〇
σ
Q
冨
℃
げ
図
㌦
、

　
涛
ミ
§
傍
魯
謡
聴
。
9
畿
ミ
恥
恥
蝋
§
単
糸
ミ
＆
§
口
達
鴫
犠
ざ
鐸

⑦
瑚
切
錠
8
㌧
O
識
鴇
2
唱
や
二
〇
1
ω
’

⑧
き
ミ
」
℃
や
。
。
嶺
1
。
。
ご
℃
や
お
一
1
ω
。

⑨
こ
の
自
僑
の
巾
で
ブ
ル
ー
二
の
初
期
の
画
期
的
署
作
『
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
頒
』
．

　
（
い
8
コ
p
ρ
巳
。
じ
d
毎
巳
㌧
卜
§
ミ
ミ
ご
、
o
鳶
壽
三
二
ミ
画
ミ
．
砂
防
．
穿
Q
三
月
議
8
§
N
ミ
　
“
ミ
脚

　
ミ
遵
ミ
鳶
、
①
ロ
．
ピ
帥
累
【
5
！
．
p
澤
巴
㌶
国
＆
詳
凱
。
9
）
が
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
。

　
こ
の
著
作
は
、
パ
ロ
ソ
に
よ
れ
ば
、
「
中
世
と
ル
ネ
サ
ン
ス
の
し
き
り
」
で
あ
る
。

　
「
こ
の
著
作
に
お
い
て
巾
世
と
ル
ネ
サ
ン
ス
の
し
き
り
が
な
さ
れ
て
い
る
。
実
に

　
こ
う
し
た
多
く
の
点
で
、
　
『
フ
ぜ
レ
ン
ツ
ェ
頚
』
は
初
期
ク
ワ
ッ
ト
ロ
チ
ェ
ソ
ト

　
美
術
と
紺
を
な
す
先
駆
で
あ
る
。
」
（
頃
．
ご
d
霞
o
P
O
二
ω
β
℃
．
念
㊤
・
）

⑩
ド
8
髭
a
。
ご
ご
讐
旦
。
や
。
算
．
㌧
署
．
ミ
占
メ

⑪
墨
じ
d
鴛
O
p
9
．
幅
防
ぎ
g
」
α
．

⑫
き
ミ
‘
マ
壼
ρ

⑬
奪
ミ
噂
＝
9
。
。
．

⑭
U
■
国
㊤
ざ
。
℃
■
簿
こ
×
×
く
國
．

⑮
例
え
ば
ρ
じ
d
≡
。
H
肉
・
＃
貫
じ
弓
．
じ
ロ
㊦
。
押
。
び
い
．
諸
鶏
貯
δ
。
。
」
菊
．
O
ン
く
協
ヰ
ら
の

　
綿
密
な
優
れ
た
研
究
成
果
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

⑯
O
o
写
8
ご
ω
巴
暮
鋒
蝕
．
．
U
⑦
8
嘱
§
白
p
”
．
奪
§
ミ
贈
帖
§
ミ
ミ
び
壽
§
8

　
0
0
二
国
◆
醤
ヨ
①
鴇
O
P
．
O
ざ
窪
O
O
簿
Φ
さ
自
9
0
ウ
ω
こ
一
Φ
①
典
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⑰
即
じ
d
賀
。
p
9
帖
駐
‘
δ
腸
”
α
㊦
銭
。
霧
㎞
g
・

⑱
〉
嶺
窃
け
し
σ
昌
。
ぎ
、
．
＝
餌
屋
じ
ご
宥
§
．
‘
・
O
。
簿
覧
σ
三
δ
嵩
8
些
。
い
一
8
影
蔓

　
霞
ω
8
藁
。
酬
毎
。
知
①
轟
於
。
・
霧
o
ρ
、
．
為
§
ミ
鎗
ミ
§
■
9
崎
ミ
～
下
酒
き
㌧
ご
§
憶
ミ

　
㌧
ミ
蕊
砺
鳶
ヘ
ミ
O
起
層
×
×
×
＜
・

⑲
毒
．
一
躍
。
御
難
善
郵
冬
嵩
詩
馬
§
へ
こ
ミ
b
魯
矯
§
ミ
沁
魯
ミ
ミ
思
ミ
胸
ト
き
ミ
§

　
じ
σ
o
導
。
一
〇
ざ
一
〇
①
。
。
・
労
O
h
一
ご
0
3
．
．
＜
〇
三
8
貯
二
6
9
鼓
。
。
O
h
け
一
δ
ぴ
塁
σ
q
【
δ

　
o
h
O
㊤
ヨ
σ
舜
㌍
、
、
貯
需
ミ
ミ
蹄
恥
ミ
§
『
ミ
’
・
帖
8
＆
こ
旨
多
国
巴
ρ
ピ
。
コ
鳥
。
ジ
お
刈
ω
、

　
で
℃
。
卜
3
刈
○
。
1
雪
Φ
．
永
井
三
明
「
十
六
世
紀
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ァ
史
に
お
け
る
政
治
意
識
の

　
覚
醒
」
　
『
史
林
』
六
一
巻
六
号
　
一
九
七
八
年
。

⑳
U
。
3
・
ω
類
超
讐
。
や
。
登
×
×
≦
．

⑳
　
な
お
日
本
で
の
『
潜
主
論
』
に
関
す
る
古
典
的
研
究
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。

大
類
伸
「
ル
ネ
サ
ン
ス
の
慰
主
論
と
サ
ル
タ
…
テ
ィ
」
　
『
ル
ネ
サ
ン
ス
文
化
の
研

究
』
昭
和
一
二
年
　
再
版
昭
和
四
六
年
　
清
水
弘
文
堂
書
房
。
大
類
論
文
は
、
現

実
主
義
的
態
度
の
濃
厚
な
『
塾
主
論
』
を
、
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
リ
に
先
立
っ
て
、
善
悪

の
彼
岸
に
立
っ
て
政
治
体
制
を
論
じ
、
ジ
ャ
ン
・
ガ
レ
ア
ッ
ツ
ォ
を
正
義
の
復
興

者
、
イ
タ
リ
ア
の
救
済
者
と
し
て
あ
え
て
賛
美
す
る
薗
期
的
著
作
と
理
解
す
る
。

「
か
Σ
る
サ
ル
タ
…
テ
ィ
の
態
度
は
全
く
現
實
政
治
に
甥
す
る
深
い
蘭
心
か
ら
生

ま
れ
た
も
の
で
、
そ
こ
に
は
多
時
の
伊
太
利
の
政
情
が
決
定
的
に
働
い
て
居
る
こ

と
が
考
へ
ら
れ
る
。
従
っ
て
又
彼
の
態
度
は
歴
史
的
・
人
問
的
で
あ
っ
て
中
世
的

・
神
學
的
で
な
い
、
こ
の
黙
に
於
て
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
は
全
く
近
代
人
で
あ
っ
た
と

云
っ
て
宜
し
い
。
」
（
三
五
五
頁
）

一
　
バ
隠
ン
の
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
観
と
『
儲
主
論
』
に
つ
い
て
の
解
釈

サルターティの人文主義とr僑主論』　（石坂）

　
バ
ロ
ン
は
、
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
晩
年
に
着
園
し
て
、
奇
妙
な
、
驚
く
べ
き
事
実
を
指
摘
し
、
問
題
直
す
る
。
す
な
わ
ち
、
一
三
九
〇
年
代
の

末
、
共
和
国
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
が
ミ
ラ
ノ
の
借
主
ジ
ャ
ン
・
ガ
レ
ア
ッ
ツ
ォ
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
と
死
活
を
か
け
た
戦
闘
を
行
な
っ
て
い
る
真
最

中
に
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
共
和
国
の
書
記
官
長
と
し
て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
市
民
的
自
由
を
標
榜
し
、
皇
儲
主
的
立
場
か
ら
一
大
パ
ン
フ
レ
ヅ
ト
を

著
作
し
て
い
た
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
は
、
突
如
ペ
ン
を
持
ち
換
え
て
、
そ
の
口
調
が
き
わ
め
て
君
主
主
義
的
な
著
作
の
『
儲
主
論
』
（
一
四
〇
〇
年
）

の
執
筆
に
打
ち
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
し
た
行
為
は
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
バ
ロ
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
ひ
と
つ
の
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
書
記
官
長
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
自
由
の
存
続
の
た
め
に
力
を
振
り
し

ぼ
っ
た
そ
の
瞬
間
、
つ
ま
り
彼
の
周
囲
の
政
治
状
況
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
と
借
主
国
と
の
困
難
な
抗
争
に
あ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
そ
の
蒔
点
に
お
い
て
、

人
文
主
義
者
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
は
、
『
借
主
論
』
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
害
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
ト
レ
チ
ェ
ン
ト
の
知
的
伝
統
を
死
守
す
る
こ
と
に
心

71　（593）



血
を
注
い
だ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
君
主
政
へ
の
信
仰
を
固
持
す
る
こ
と
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

す
る
こ
と
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
」

ロ
ー
マ
の
市
民
的
自
由
の
破
壊
が
や
む
を
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
弁
護

72　（594）

　
で
は
、
ど
う
し
て
戦
闘
状
態
の
最
中
に
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
は
、
ト
レ
チ
ェ
ン
ト
の
知
的
伝
統
と
い
う
も
の
は
そ
れ
ほ
ど
固
執
し
て
、
そ
こ
に
回

帰
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
。
バ
ロ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
サ
ル
タ
ン
テ
ィ
の
現
実
か
ら
の
反
動
は
、
意
識
的
な
性
質
の
強
い
も

の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
ジ
ャ
ン
・
ガ
レ
ア
ッ
ツ
ォ
に
対
抗
す
る
中
で
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
都
市
内
に
共
和
主
義
と
市
民
的
自
由
の
自
覚
が
反
発

的
に
高
揚
し
、
そ
の
中
で
ダ
ン
テ
、
ペ
ト
ラ
ル
カ
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
ト
レ
チ
ェ
ン
ト
の
伝
統
的
な
思
想
一
帝
政
へ
の
信
仰
1
が
否
定
さ

れ
て
危
機
に
陥
っ
た
こ
と
か
ら
、
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
は
そ
れ
を
救
済
す
る
義
務
を
感
じ
、
　
『
借
主
論
』
の
ペ
ン
を
取
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

本
質
的
に
古
い
型
の
人
文
主
義
者
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
心
情
に
お
い
て
、
ト
レ
チ
ェ
ン
ト
の
伝
統
的
確
信
は
あ
ま
り
に
根
強
い
も
の
が
あ
り
、
ど

う
し
て
も
黙
っ
て
い
る
わ
け
に
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
こ
の
説
明
づ
け
に
加
え
て
、
よ
り
本
質
的
な
理
由
と
し
て
、
こ
の
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
変
節
に
は
当
時
イ
タ
リ
ア
半
島
を

席
巻
し
つ
つ
あ
っ
た
特
徴
的
な
政
治
的
動
向
が
作
用
し
て
い
た
と
、
バ
p
ン
は
指
摘
す
る
。
実
に
、
バ
p
ン
に
よ
れ
ば
、
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
『
借

主
論
』
の
成
立
は
、
僧
主
的
支
配
が
十
四
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
半
島
を
一
免
に
塗
り
つ
ぶ
そ
う
と
す
る
こ
の
時
代
の
特
徴
的
な
流
れ
に
ま
さ
し
く

呼
癒
し
た
も
の
と
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
少
し
ず
つ
、
中
世
的
な
精
神
と
、
僑
主
的
な
君
主
政
が
、
半
島
の
大
半
を
巻
き
込
ん
だ
そ
の
世
紀
の
結
合
し
た
圧
迫
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
人
文
主
義

者
そ
の
人
に
さ
え
迫
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
サ
ル
タ
1
テ
ィ
の
晩
年
に
著
作
さ
れ
た
『
借
主
論
』
に
お
い
て
、
柔
し
い
立
場
か
ら
撤
退
す
る
長
く
、
労
多
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

過
程
は
そ
の
頂
点
に
達
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。
」

バ
ロ
ン
に
よ
れ
ば
、
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
は
、
一
三
九
〇
年
代
末
ま
で
、
い
く
ら
か
動
揺
は
あ
っ
た
が
、
か
な
り
進
歩
的
な
世
界
を
歩
ん
で
い
た



サルターティの人文主義とrl替主論』（石坂）

の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
第
一
に
、
政
治
的
な
考
え
方
に
お
い
て
は
、
初
め
彼
ほ
ど
ペ
ト
ラ
ル
カ
の
初
期
の
進
歩
的
な
政
治
観
を
継
承
し
発
展
さ
せ

た
者
は
い
な
か
っ
た
。
一
三
九
二
年
、
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
は
偶
然
に
キ
ケ
ロ
の
書
簡
集
を
発
見
し
、
キ
ケ
ロ
の
市
民
的
自
由
の
精
神
に
直
接
膚
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
精
神
を
ロ
ー
マ
史
解
釈
に
生
か
し
、
そ
れ
ま
で
の
カ
エ
サ
ル
偏
重
の
傾
向
に
対
抗
し
て
、

ロ
ー
マ
共
和
国
と
市
民
的
自
由
を
命
を
か
け
て
守
ろ
う
と
し
た
キ
ケ
ロ
を
立
派
な
ロ
ー
マ
市
罠
と
し
て
、
か
つ
立
派
な
政
治
家
と
し
て
高
く
評

価
す
る
考
え
を
堂
々
と
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
当
時
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
ほ
ど
古
代
ロ
ー
マ
の
市
民
的
自
由
の
精
神
に
深
く
触

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

れ
た
者
は
い
な
か
っ
た
、
と
バ
ロ
ン
は
言
う
。
ま
た
第
二
に
、
市
民
的
な
生
き
方
に
お
い
て
も
、
彼
ほ
ど
、
中
世
的
な
、
瞑
想
的
、
修
道
院
的

生
活
意
識
か
ら
離
別
し
て
、
市
民
的
生
活
様
式
を
自
覚
し
た
者
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
「
彼
は
、
誰
よ
り
も
ず
っ
と
以
前
に
ト
レ
チ
ェ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ト
の
人
文
主
義
哲
学
の
信
条
に
反
抗
し
た
の
で
あ
る
。
」
（
．
ハ
ロ
ン
）
ま
た
、
自
ら
妻
を
嬰
り
、
孤
独
な
哲
学
的
生
活
よ
り
も
結
婚
生
活
を
選
択

し
、
そ
の
正
当
性
を
ペ
ン
を
も
っ
て
表
明
し
た
。
さ
ら
に
あ
る
迷
え
る
友
人
へ
の
忠
告
の
中
で
、
修
道
院
生
活
の
平
穏
な
生
活
よ
り
も
現
実
の

活
動
的
な
市
民
生
活
の
方
が
神
聖
で
あ
る
と
言
明
し
て
、
後
者
の
生
活
を
推
奨
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
こ
う
し
た
進
歩
的
な
政
治
観
、
市
民
意
識
は
、
一
三
九
〇
年
代
の
終
末
と
と
も
に
蔭
り
を
帯
び
て
く
る
。

　
「
初
め
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
は
、
ロ
ー
マ
の
市
民
的
な
徳
に
対
し
て
理
解
を
示
し
、
中
世
的
な
慎
み
と
中
傷
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
進
ん
だ
。
そ

れ
は
、
ク
ワ
ッ
ト
ロ
チ
ェ
ン
ト
の
人
文
主
義
の
典
型
を
な
す
は
ず
の
も
の
で
あ
っ
た
。
（
中
略
）
＝
二
九
〇
年
代
の
初
め
に
な
っ
て
も
彼
は
ま
だ
キ
ケ
ロ
を
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ら
　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ー
マ
の
市
民
と
し
て
、
政
治
家
と
し
て
擁
護
し
た
第
一
人
者
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
一
四
〇
〇
年
頃
の
政
治
的
、
文
化
的
危
機
の
際
に
、
彼
の
発
言
の
口
調

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
帆
⑥

は
変
え
ら
れ
た
。
多
く
の
点
で
、
中
世
の
作
家
の
目
を
通
し
て
見
ら
れ
た
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
、
再
び
自
己
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
」
（
傍
点
は
引
用
者
）

　
こ
こ
で
言
う
「
一
四
〇
〇
年
頃
の
政
治
的
、
文
化
的
危
機
」
と
は
、
イ
タ
リ
ア
半
島
の
大
半
を
支
配
し
た
柴
又
国
の
も
た
ら
し
た
危
機
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
に
認
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
、
共
和
主
義
か
ら
歌
主
政
、
君
主
政
へ
の
回
帰
、
ま
た
キ
ケ
揖
－
世
俗
的
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

異
教
的
価
値
観
－
か
ら
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
ー
中
世
的
、
宗
教
的
価
値
観
一
1
へ
の
回
帰
は
、
「
過
去
の
力
へ
の
服
従
あ
る
い
は
妥
協
」
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⑧

で
あ
り
、
「
こ
れ
こ
そ
ト
レ
チ
ェ
ン
ト
に
お
い
て
し
ば
し
ば
繰
り
返
さ
れ
た
パ
タ
ー
ン
」
な
の
で
あ
っ
た
。
．

①
鍔
野
δ
p
9
ミ
♂
餐
く
噛
。
（
r
｝
）
」
O
臼

②
　
き
ミ
‘
ワ
蕊
ρ

③
き
ミ
‘
℃
」
器
’

④
　
奪
ミ
‘
や
這
一
。

⑤
奪
ミ
℃
や
＝
O
．

⑥
　
き
ミ
．
ワ
一
H
鯵

⑦
導
ミ
‘
や
ご
O
．

⑧
奪
ミ
い
や
二
ρ
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ニ
　
バ
目
ン
の
『
備
主
論
』
の
解
釈
に
対
す
る
疑
問
と
考
察

　
バ
ロ
ン
が
提
示
し
た
『
借
主
論
』
の
解
釈
と
そ
に
れ
基
づ
く
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
像
に
対
し
て
、
文
献
の
客
観
的
分
析
と
人
文
主
義
研
究
の
根
本

的
視
点
と
か
ら
疑
問
と
考
察
を
提
示
し
て
み
た
い
。
次
の
三
点
か
ら
批
判
的
検
討
を
試
み
た
い
。

　
　
　
　
『
儘
主
論
』
の
主
題
を
掴
む
視
点

　
　
◎
　
『
借
主
論
』
の
中
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
体
制
を
否
定
す
る
主
張
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
視
点
一
梗
概
を
追
い
つ
つ

　
　
⇔
　
人
文
主
義
者
に
お
け
る
修
辞
学
的
志
向
か
ら
の
視
点
－
著
作
の
成
立
の
背
景
1

　
　
　
　
　
　
　
　
↓
　
　
『
儲
主
論
』
の
主
題
を
掴
む
視
点
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
『
留
主
論
』
の
著
作
の
狙
い
が
カ
エ
サ
ル
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
あ
る
の
は
、
誰
の
眼
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
闘
魚
は
、
そ
の
カ
エ
サ
ル
の

正
当
化
を
現
実
の
歴
史
的
背
景
の
ど
の
側
面
と
関
連
づ
け
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
バ
露
ン
は
、
カ
エ
サ
ル
の
正
当
化
を
ト
レ
チ
ェ
ン

ト
末
期
の
ジ
ャ
ン
・
ガ
レ
ア
ッ
ツ
ォ
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
の
借
主
的
支
配
の
台
頭
と
い
う
時
代
背
景
と
直
接
に
関
連
づ
け
て
解
釈
す
る
。
バ
ロ

ン
に
よ
れ
ば
、
サ
ル
タ
ン
テ
ィ
は
、
こ
の
著
作
を
通
じ
て
カ
エ
サ
ル
を
弁
護
し
、
ま
た
カ
エ
サ
ル
的
人
物
の
再
来
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
、

言
わ
ば
時
代
的
な
意
図
を
打
ち
疑
し
た
と
解
釈
さ
れ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
に
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の
政
治
世
界
と
ト
レ
チ
ェ
ン
ト
末
期
の
政
治
世
界



と
が
対
応
す
る
構
図
が
明
確
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
混
乱
し
た
古
代
ロ
ー
マ
共
和
国
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
共
和
園
に
、
ロ
ー

マ
共
和
国
の
破
壊
者
に
し
て
帝
政
の
導
入
者
カ
エ
サ
ル
は
ジ
ャ
ン
・
ガ
レ
ア
ッ
ツ
ォ
に
、
そ
し
て
ロ
ー
マ
帝
政
は
、
南
下
し
拡
大
す
る
ミ
ラ
ノ

借
主
政
に
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
対
応
し
あ
う
構
図
の
中
で
、
新
時
代
の
カ
エ
サ
ル
、
す
な
わ
ち
ト
レ
チ
ェ
ン
ト
の
僑
主
ジ

ャ
ン
・
ガ
レ
ア
ッ
ツ
ォ
は
、
イ
タ
リ
ア
半
島
の
支
配
者
と
し
て
君
臨
す
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
次
の
文
章
は
バ
ロ
ン
の
そ
う
し

た
解
釈
を
示
し
て
い
る
。

　
「
そ
の
著
作
は
、
ト
レ
チ
ェ
ン
ト
の
法
律
と
ト
レ
チ
ェ
ソ
ト
の
生
活
に
お
い
て
理
解
さ
れ
た
意
味
に
お
い
て
、
借
主
政
は
腐
っ
た
自
由
に
取
っ
て
代
わ
る

べ
く
、
歴
史
上
、
時
々
必
要
と
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
、
ま
た
こ
れ
故
に
、
カ
エ
サ
ル
は
ロ
ー
マ
の
共
和
政
の
破
壊
に
つ
い
て
は
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、

こ
う
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
カ
エ
サ
ル
が
正
当
化
さ
れ
る
そ
の
理
由
た
る
や
、
単
に
彼
が
、
中
世
キ
リ
ス
ト
教
の
住
ま
い
と
な
る
は
ず
の
、

神
の
意
思
に
基
づ
く
世
界
帝
国
を
築
い
た
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
ト
レ
チ
ェ
ン
ト
の
借
主
が
そ
の
都
市
で
し
た
よ
う
に
、
内
乱
の
ロ
ー
マ
に
秩
序
と
効
果
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

も
た
ら
し
た
が
た
め
で
も
あ
る
の
だ
。
」

サルターティの人文主義と『借主論』（石坂）

　
以
上
示
し
た
よ
う
な
バ
偉
ン
に
よ
る
『
借
主
論
』
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
そ
の
基
本
的
認
識
自
体
が
疑
問
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
サ
ル
傘
踊
テ
ィ
の
与
え
た
『
暦
主
論
』
と
い
う
題
目
そ
の
も
の
を
、
バ
ロ
ン
が
文
字
通
り
に
受
け
取
り
、
こ
の
著
作

の
本
質
を
な
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
閲
題
が
あ
る
の
で
あ
る
。
実
は
こ
の
著
作
は
、
重
要
な
こ
と
だ
が
、
厳
密
に
見
れ
ば
、
僑
主
を

一
般
的
に
、
あ
る
い
は
個
別
的
に
論
じ
た
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
カ
エ
サ
ル
個
人
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
著
作
の
本
論
を
構
成
す
る

テ
ー
マ
は
、
明
ら
か
に
合
法
君
主
カ
エ
サ
ル
な
の
で
あ
る
。
確
か
に
こ
の
著
作
の
第
一
章
と
第
二
章
に
お
い
て
、
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
は
借
主
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

い
て
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
パ
ド
ヴ
ァ
の
あ
る
学
生
が
、
カ
エ
サ
ル
は
借
主
な
り
や
否
や
、
と
い
う
問
題
提
起
を
し
た
の
に
応
え
て
、

ま
ず
序
論
と
い
う
べ
き
最
初
の
二
章
に
お
い
て
儲
主
の
概
念
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
カ
エ
サ
ル
が
借
主
か
否
か
を
考
察
す
る
た
め
の
準

備
的
作
業
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
に
よ
る
決
定
は
、
カ
エ
サ
ル
は
元
老
院
か
ら
法
的
承
認
を
得
た
が
故
に
借
主
に
非
ず
、
で
あ

75 （597）



つ
た
。
そ
し
て
そ
の
決
定
に
依
拠
し
て
次
に
展
開
さ
れ
る
第
四
章
、
第
五
章
は
、
本
論
と
し
て
先
の
決
定
の
肉
づ
け
を
な
す
。
従
っ
て
私
は
、

『
俗
主
論
隔
を
構
成
す
る
第
一
章
か
ら
第
五
章
ま
で
を
次
の
よ
う
に
、
序
論
と
本
論
と
に
分
類
し
て
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
第
＝
草
と
第
二

章
は
、
本
論
へ
の
準
備
的
部
分
で
し
か
な
く
、
主
題
は
言
う
ま
で
も
な
く
本
論
の
中
に
あ
り
、
そ
れ
は
借
主
論
で
は
な
く
、
カ
エ
サ
ル
論
な
の

で
あ
る
。

76　（598）

序
論
雍
轟

本
論
癖
轟

惜
主
と
は
何
か
。
ま
た
ど
う
し
て
そ
う
呼
ば
れ
る
の
か
。

俗
主
を
殺
め
る
の
は
合
法
か
否
か
。

カ
エ
サ
ル
の
元
首
政
に
つ
い
て
。
ま
た
彼
が
借
主
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
正
し
い
か
否
か
。

カ
エ
サ
ル
を
殺
め
た
こ
と
は
正
当
化
さ
れ
た
か
。

ダ
ン
テ
が
、
ブ
ル
ト
ゥ
ス
と
カ
ッ
シ
ウ
ス
を
最
も
悪
質
の
反
逆
者
と
し
て
地
獄
の
最
も
深
い
所
に
置
い
た
こ
と
は
、

こ
と
。

正
し
か
っ
た
と
い
う

　
確
か
に
、
『
僧
主
論
』
に
お
い
て
序
論
に
す
ぎ
な
い
は
ず
の
第
一
章
と
第
二
章
が
や
や
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
実
は
こ
れ
は
、

こ
の
著
作
が
借
主
に
つ
い
て
論
じ
た
当
時
の
権
威
的
な
著
作
か
ら
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ち
サ
ル
タ
ン
テ
ィ
は
、
十
四
世
紀
の
法
律
家
バ
ル
ト
ル
ス
し
づ
震
8
ぎ
ω
（
；
＝
四
－
一
三
五
七
）
の
『
借
主
政
論
』
富
母
養
§
ミ
か
ら
知
的
、

理
論
的
側
面
で
影
響
を
受
け
て
お
り
、
特
に
第
二
章
で
は
バ
ル
ト
ル
ス
か
ら
学
ん
だ
こ
と
が
か
な
り
は
っ
き
り
と
認
め
ら
れ
る
。
十
二
章
か
ら

成
る
バ
ル
ト
ル
ス
の
著
作
の
最
初
の
五
章
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
り
、
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
『
儲
主
論
』
と
の
類
似
性
が
容
易
に
認
め
ら
れ
る

と
と
も
に
、
個
々
の
見
解
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
パ
ル
ト
ル
ス
か
ら
の
影
響
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
と
に
よ
る
と
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
『
借
主
論
』

と
い
う
題
も
、
こ
の
バ
ル
ト
ル
ス
の
著
書
の
題
か
ら
影
響
を
受
け
て
付
け
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
（
な
お
次
の
各
章
の
題
は
原
文
に
は
な
く
、

内
容
に
応
じ
て
私
が
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
）



サルターティの人文主義とr借主論』（石坂）

第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

「
借
主
」
の
語
源
と
意
味

「
借
主
」
の
定
義

統
治
組
織
の
な
い
地
域
や
都
市
に
対
す
る
暦
主
の
支
配
に
つ
い
て

家
族
の
中
に
「
借
主
」
が
あ
り
う
る
か
。

国
家
に
何
種
類
の
借
主
が
い
る
か
。

　
こ
の
よ
う
に
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
著
作
の
構
成
か
ら
見
て
、
そ
の
主
題
が
借
主
論
で
は
な
く
、
カ
エ
サ
ル
論
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
が
、
何

よ
り
第
三
章
の
結
論
的
主
張
が
そ
れ
を
決
定
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
借
主
と
は
非
合
法
に
統
治
、
支
配
す
る
者
を
言
う
の
で
あ

る
か
ら
、
ロ
ー
マ
の
元
老
院
か
ら
合
法
的
に
承
認
さ
れ
た
カ
エ
サ
ル
は
決
し
て
暦
主
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
結
論
づ
け
、
そ
の
立
場

か
ら
古
代
史
に
厨
を
向
け
て
、
僧
主
で
は
な
く
合
法
君
主
で
あ
っ
た
カ
エ
サ
ル
に
つ
い
て
、
そ
の
正
当
化
を
狙
っ
て
理
論
を
展
開
す
る
わ
け
で

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
バ
ロ
ン
の
解
釈
に
対
し
て
次
の
こ
と
が
は
っ
き
り
と
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
著
作
に
よ
れ

ば
借
主
で
は
な
い
カ
エ
サ
ル
を
、
伯
父
を
殺
し
て
の
し
上
っ
た
典
型
的
拾
主
で
あ
る
ジ
ャ
ン
・
ガ
レ
ア
ッ
ツ
ォ
と
同
一
視
し
、
等
式
で
つ
な
ぐ

バ
ロ
ン
の
解
釈
は
、
史
料
解
釈
上
何
の
根
拠
も
な
く
、
独
断
的
で
無
理
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⇒
　
　
『
借
主
論
』
の
中
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
体
制
を
否
定
す
る
主
張
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
視
点
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
梗
概
を
追
い
つ
つ
一
…
・

　
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
『
煙
嵐
論
』
の
中
に
は
、
バ
ロ
ン
の
考
え
る
よ
う
に
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
共
和
主
義
体
制
を
結
果
的
に
否
定
す
る
衝
撃
的

な
発
言
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
書
記
官
長
と
し
て
の
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
公
的
立
場
と

根
底
か
ら
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
『
借
主
論
』
の
梗
概
を
追
い
つ
つ
、
そ
の
中
の
本
質
的
主
張
で
あ
る
君
主
政
へ
の
信
仰
が
サ
ル
タ
i
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テ
ィ
の
思
想
の
中
で
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
検
討
し
た
い
。

　
『
神
曲
』
に
お
い
て
カ
エ
サ
ル
の
暗
殺
者
を
地
獄
の
底
に
落
と
し
た
ダ
ン
テ
の
判
断
は
、
間
違
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
P
ー
パ
ド
ヴ
ァ
の

学
生
か
ら
賀
せ
ら
れ
た
こ
の
問
題
に
対
し
て
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
は
、
そ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
た
知
識
の
総
力
を
も
っ
て
、
つ
ま
り
神
学
的
（
聖
グ
レ

ゴ
リ
ウ
ス
ほ
か
）
、
法
学
的
（
バ
ル
ト
ル
ス
）
、
政
治
学
的
（
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
）
、
歴
史
的
（
揖
ー
マ
史
）
、
文
学
的
知
識
を
駆
使
し
て
取
り
組

ん
だ
の
で
あ
る
。
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ま
ず
は
じ
め
に
、
人
文
主
義
的
書
簡
の
通
例
に
従
っ
て
、
長
い
修
辞
学
的
な
儀
礼
の
前
置
き
が
続
く
。
次
に
聖
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
分
類
に
従
っ
て
、
借
主

と
は
行
動
に
蓑
わ
れ
た
借
主
の
こ
と
を
意
味
し
、
こ
こ
で
は
心
の
中
で
の
み
抱
い
て
い
る
借
主
的
な
状
態
は
問
題
に
し
な
い
と
断
る
。
そ
し
て
惜
主
と
は
、

支
配
に
対
し
て
何
の
法
的
称
号
を
持
た
ず
支
配
す
る
者
で
あ
る
、
と
規
定
す
る
。
そ
し
て
ロ
ー
マ
法
で
は
私
有
財
産
を
奪
う
者
を
殺
す
の
が
許
さ
れ
た
よ
う

に
、
国
家
の
籔
奪
者
を
殺
す
こ
と
も
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
共
和
国
に
お
い
て
法
を
超
え
た
り
、
王
権
を
狙
っ
て
い
る
と
講
じ
ら
れ
た
者
は
、
市
民

と
み
な
さ
れ
ず
、
公
の
敵
と
見
な
さ
れ
た
。
今
日
、
正
当
な
称
号
を
持
た
な
い
借
主
が
都
市
を
支
配
す
る
場
合
、
そ
の
都
市
が
上
位
の
君
主
（
皇
帝
や
大
君

主
な
ど
）
を
持
た
な
い
場
合
は
、
主
権
者
た
る
市
民
の
承
認
を
得
な
く
て
は
な
ら
ず
、
上
位
の
君
主
が
い
る
場
合
、
市
民
と
そ
の
君
主
と
の
両
方
の
承
認
を

獲
得
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
正
式
に
得
ら
れ
る
ま
で
は
、
借
主
と
し
て
人
に
殺
さ
れ
る
危
険
性
が
つ
き
ま
と
う
で
あ
ろ
う
。
ま
た
権
力
を
濫
用
し

始
め
た
支
配
者
に
つ
い
て
は
、
上
位
の
霜
主
が
い
る
場
合
、
彼
に
よ
っ
て
廃
位
さ
れ
た
り
、
議
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
い
な
い
場
合
は
、
都
市
の
大
当
な

手
続
き
に
よ
っ
て
処
分
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
覆
し
て
個
人
が
勝
手
に
廃
位
し
て
は
な
ら
な
い
。
常
に
法
的
手
続
き
が
遵
守
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
を
無
視

す
る
者
は
皆
犯
罪
者
で
あ
る
。

　
カ
エ
サ
ル
は
借
主
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
キ
ケ
ロ
の
著
作
の
中
に
表
現
さ
れ
た
ロ
ー
マ
の
状
況
と
カ
エ
サ
ル
の
立
場
と
人
間
性
を
よ

く
検
討
し
て
行
う
べ
き
で
あ
る
。
カ
エ
サ
ル
は
、
キ
ケ
ロ
に
よ
れ
ば
、
神
の
意
思
に
よ
っ
て
内
乱
の
β
ー
マ
に
平
和
を
取
り
戻
す
と
と
も
に
、
政
敵
に
対
し

て
処
罰
よ
り
も
寛
大
さ
を
示
し
た
。
寺
院
の
周
囲
に
置
か
れ
た
カ
エ
サ
ル
の
胸
像
、
元
老
院
に
特
別
に
設
置
さ
れ
た
座
席
な
ど
、
数
々
の
名
誉
が
、
す
べ
て

の
市
民
が
彼
の
支
配
を
支
持
し
、
彼
が
市
斑
か
ら
正
当
な
承
認
を
獲
得
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
か
く
し
て
、
終
身
独
裁
官
の
地
位
と
、
続
い
て
王
の
勲
章
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が
彼
に
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
カ
エ
サ
ル
が
国
家
に
合
法
的
に
元
首
政
を
敷
い
て
、
法
の
濫
用
も
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
見
て
、
カ
エ
サ
ル
が
借
主
で

は
な
か
っ
た
こ
と
は
疑
い
の
余
地
が
な
い
。
し
か
る
に
こ
の
祖
国
の
父
カ
エ
サ
ル
を
賭
殺
す
る
こ
と
が
、
い
っ
た
い
ど
う
し
て
許
容
さ
れ
よ
う
か
。
あ
ら
ゆ

る
点
か
ら
正
当
化
さ
れ
る
こ
の
支
配
者
カ
エ
サ
ル
、
彼
を
暗
殺
す
る
こ
と
は
ま
さ
に
親
殺
し
以
上
の
罪
で
あ
る
。

　
賢
明
で
善
良
な
王
で
あ
る
限
り
は
、
王
政
が
最
高
の
政
治
形
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
こ
の
こ
と
は
最
高
の
政
治
学
（
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
）
の
教
え
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
有
徳
の
霜
主
に
服
す
る
こ
と
ほ
ど
多
大
な
自
由
は
な
い
。
ま
さ
に
唯
一
の
神
の
下
で
の
世
界
の
支
配
以
上
に
神
的
な
も
の
が
な
い
の
と
同
じ

よ
う
に
、
た
だ
一
人
の
人
間
に
よ
る
こ
の
世
の
支
配
ほ
ど
神
の
教
え
に
か
な
っ
た
も
の
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
多
数
の
者
に
よ
る
政
治
は
、
命
令
と
服
従
の

不
一
致
か
ら
対
立
を
生
み
、
数
々
の
政
治
と
混
乱
を
生
む
か
ら
で
あ
る
。
キ
ケ
ロ
よ
、
あ
な
た
は
な
ぜ
、
無
主
政
が
最
高
の
政
治
で
あ
る
と
い
う
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
の
教
え
を
非
難
す
る
の
か
。
一
人
の
君
主
の
統
治
に
よ
っ
て
こ
そ
秩
序
は
得
ら
れ
る
。
そ
れ
が
証
拠
に
、
カ
エ
サ
ル
が
暗
殺
さ
れ
て
ロ
ー
マ
が
再
び

内
乱
に
陥
っ
た
時
、
オ
ク
タ
ヴ
ィ
ア
ヌ
ス
が
帝
国
の
権
力
を
一
手
に
掌
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
ロ
ー
マ
に
平
和
が
回
復
さ
れ
た
で
は
な
い
か
。
し
か

る
に
、
ダ
ン
テ
が
国
家
の
救
済
者
で
あ
る
カ
エ
サ
ル
を
殺
め
た
ブ
ル
ト
ゥ
ス
と
カ
ッ
シ
ウ
ス
と
を
極
悪
の
反
逆
者
と
し
て
、
地
獄
の
ど
ん
底
に
つ
き
落
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
の
は
、
ま
さ
に
至
当
の
処
分
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
『
美
里
論
』
の
概
要
か
ら
す
る
と
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
現
職
の
書
記
官
長
の
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
よ
っ
て
立
つ
共
和

主
義
体
制
を
否
定
し
、
一
神
教
た
る
キ
リ
ス
ト
教
の
支
配
原
理
に
ふ
さ
わ
し
く
一
人
の
支
配
者
に
よ
る
君
主
政
を
賛
美
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
さ
ら
に
細
部
に
及
ん
で
解
釈
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
バ
ロ
ン
は
こ
れ
を
怠
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
サ
ル
タ

ー
テ
ィ
の
政
治
体
制
の
考
察
は
、
実
は
、
彼
が
第
一
章
の
は
じ
め
の
方
で
断
っ
て
い
る
よ
う
に
（
．
ハ
ロ
ン
は
こ
れ
を
無
視
ま
た
は
看
過
し
た
）
、

彼
の
考
え
る
規
模
で
の
「
国
家
」
の
水
準
に
焦
点
を
置
い
た
考
察
な
の
で
あ
る
。
彼
自
身
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
統
治
形
態
は
三
つ
の
水
準
が
あ

る
の
で
あ
る
。
第
一
は
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
を
念
頭
に
置
い
た
規
模
の
大
き
な
「
国
家
」
の
水
準
、
第
二
は
、
都
市
や
コ
ン
タ
ー
ド
（
周
辺
領

域
）
の
水
準
、
第
三
は
、
家
族
的
水
準
で
あ
る
。
そ
し
て
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
は
、
重
要
に
も
、
第
一
の
国
家
的
水
準
に
対
し
て
は
王
政
的
、
君
主

的
統
治
が
ふ
さ
わ
し
く
、
第
二
の
都
市
的
水
準
に
対
し
て
は
共
和
的
統
治
が
ふ
さ
わ
し
く
、
そ
し
て
第
三
の
家
族
的
水
準
に
対
し
て
は
独
裁
的
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統
治
が
ふ
さ
わ
し
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
『
借
主
論
』
に
お
い
て
、
カ
エ
サ
ル
と
ロ
ー
マ
の
政
治
を
め
ぐ
っ
て
サ
ル
タ
ー
テ
ィ

が
考
察
を
展
開
し
た
次
元
は
、
よ
り
規
模
の
大
き
な
國
家
的
水
準
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
こ
に
お
い
て
サ
ル
タ
ー
テ
ィ

が
王
政
的
、
君
主
的
統
治
を
最
高
の
政
治
形
態
と
結
論
づ
け
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
都
市
国
家
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
共
和
主
義
体

制
の
否
定
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
は
、
当
時
、
広
大
な
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
内
の
一
都
市
と
し
て
、
共

和
主
義
的
、
政
治
的
体
制
を
と
る
こ
と
が
も
と
よ
り
前
提
と
し
て
当
然
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
の
認
識
と
し
て
、
R

・
G
・
ウ
ィ
ッ
ト
も
最
近
出
版
し
た
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
研
究
書
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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「
当
時
の
法
律
的
言
語
に
お
い
て
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
や
ミ
ラ
ノ
や
ほ
か
の
イ
タ
リ
ア
都
市
国
塚
は
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
と
い
う
国
家
の
中
に
お
け
る

唱
。
＜
訂
。
冨
と
か
。
ぞ
二
野
で
あ
っ
た
し
、
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
は
、
政
治
的
な
、
あ
る
い
は
共
和
主
義
的
な
体
制
を
こ
の
水
準
に
お
い
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
⑤

考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
」

　
こ
の
よ
う
に
『
借
主
論
』
の
細
部
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
見
て
み
る
と
、
実
体
は
バ
ロ
ン
が
考
え
た
ほ
ど
単
純
で
も
な
け
れ
ば
、
好
都
合
で
も

な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
内
容
的
に
見
て
、
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
『
櫓
主
論
』
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
共
和
主
義
飯
綱
を
否
定
す
る
も
の
で
は

決
し
て
な
い
こ
と
か
ら
し
て
、
バ
ロ
ン
の
よ
う
に
、
『
借
主
論
』
が
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
の
借
主
政
へ
の
思
想
的
共
鳴
で
あ
る
と
か
、
ト
レ
チ
ェ

ン
ト
の
知
的
伝
統
を
死
守
す
る
も
の
で
あ
る
と
か
は
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
先
に
引
用
し
た
次
の
バ
ロ
ン

の
文
章
は
、
ゆ
が
ん
だ
事
実
認
識
と
文
献
解
釈
に
よ
っ
て
飛
躍
し
て
し
ま
っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
「
少
し
ず
つ
、
中
世
的
な

精
神
と
、
薬
嚢
的
な
君
主
政
が
、
半
島
の
大
半
を
巻
き
込
ん
だ
そ
の
世
紀
の
結
堕
し
た
圧
迫
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ヅ
の
人
文
主
義
者
そ
の
人
に
さ

え
迫
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
晩
年
に
著
作
さ
れ
た
『
借
主
論
』
に
お
い
て
、
新
し
い
立
場
か
ら
撤
退
す
る
長
く
、
労
多
き
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

程
は
そ
の
頂
点
に
達
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。
」



副
　
人
文
主
義
者
に
お
け
る
修
辞
学
的
志
向
の
視
点
か
ら

（　
　
　
　
1
著
作
の
成
立
の
背
景
i

サルターティの人文主義とr借主論』（石坂）

　
次
に
、
視
野
を
広
げ
て
、
ま
ず
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
が
『
借
主
論
』
を
執
筆
し
た
時
の
動
機
や
、
そ
れ
を
と
り
ま
く
背
景
が
い
か
な
る
も
の
で
あ

っ
た
か
を
考
察
し
た
い
一
そ
し
て
、
そ
の
中
で
、
人
文
主
義
老
に
よ
っ
て
著
作
が
生
み
出
さ
れ
る
際
、
彼
の
修
辞
学
者
的
立
場
が
そ
の
著
作

に
対
し
て
作
用
す
る
可
能
性
の
大
き
さ
を
提
示
し
て
み
た
い
と
思
う
。
こ
れ
は
、
バ
ロ
ン
と
は
本
質
的
に
異
な
っ
た
視
点
で
あ
る
。
こ
の
視
点

か
ら
見
え
る
論
理
に
よ
っ
て
、
ど
の
程
度
バ
ロ
ン
の
理
論
に
疑
閥
を
投
ず
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
試
み
た
い
と
思
う
。
人
文
主
義
的
著
作
に
お

い
て
本
質
的
に
ト
リ
ッ
ク
志
向
が
強
い
と
考
え
る
こ
と
視
点
は
、
新
し
い
と
い
う
よ
り
も
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
以
来
の
古
典
的
な
視
点
と
言
え
る

か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
人
文
主
義
研
究
上
の
姿
勢
と
し
て
、
一
部
の
歴
史
研
究
老
に
お
い
て
ま
だ
生
き
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
パ
β
ン
の
頭
の
中
で
は
、
ジ
ャ
ン
・
ガ
レ
ア
ッ
ツ
ォ
の
台
頭
と
『
鰹
主
論
』
の
執
筆
と
は
、
完
全
に
密
接
不
離
の
関
連
と
し
て
、
一
切
の
疑

問
の
余
地
も
な
い
、
絶
対
的
な
因
果
関
係
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
続
く
バ
ロ
ン
の
『
僑
主
論
』
の
解
釈
の
前
提
を
な
し
て
い
る
。

し
か
し
実
際
は
、
『
僑
主
論
』
の
中
に
は
、
ジ
ャ
ン
・
ガ
レ
ア
ッ
ツ
ォ
の
名
前
も
、
そ
の
侵
攻
に
よ
る
切
幽
し
た
政
治
危
機
の
状
態
に
つ
い
て

の
言
及
も
、
何
も
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
バ
ロ
ン
は
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
こ
と
は
認
め
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
一
「
人
文
主
義

的
作
家
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
は
…
…
彼
が
書
記
官
長
と
し
て
、
ま
た
一
市
民
と
し
て
接
触
し
た
政
治
的
体
験
を
、
あ
た
か
も
そ
れ
が
実
際
は
存
在
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

さ
え
し
な
か
っ
た
か
の
ご
と
く
に
扱
っ
た
の
で
あ
る
。
」
そ
し
て
バ
ロ
ン
は
、
現
実
の
出
来
事
と
著
作
と
の
、
こ
の
表
面
的
な
遊
離
こ
そ
、
ト

レ
チ
ェ
ン
ト
の
人
文
主
義
の
特
徴
的
傾
向
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
。
　
つ
ま
り
バ
ロ
ン
の
認
識
で
は
、
『
僑
主
論
』
は
、
ジ
ャ
ン
・
ガ
レ
ア
ッ
ツ

ォ
の
台
頭
を
直
接
的
契
機
と
し
て
書
か
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
そ
の
事
件
を
著
作
の
中
に
全
く
匂
わ
さ
ず
に
著
作
す
る
と
こ
ろ
が
、
ト
レ

チ
ェ
ン
ト
の
古
い
人
文
主
義
の
特
徴
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
バ
ロ
ン
の
説
明
は
、
何
か
苦
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
こ

の
辺
に
対
す
る
疑
間
を
、
r
次
に
人
文
主
義
者
に
お
け
る
公
的
活
動
（
政
治
活
働
）
と
著
作
活
動
と
の
関
係
か
ら
見
て
い
き
た
い
。
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バ
ロ
ン
は
、
公
的
活
動
（
政
治
活
動
）
と
著
作
活
動
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
が
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
と
述
べ
る
。
す
な

わ
ち
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
に
お
い
て
、
著
作
活
動
は
誓
願
と
し
て
の
公
的
活
動
に
一
方
的
に
優
先
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
両
者
の
活
動
は
一
致
し
調

和
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
、
と
指
摘
す
る
。
「
…
…
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
社
会
で
は
人
文
主
義
者
の
生
活
方
法
、
研
究
目
標

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
、
市
民
と
し
て
の
彼
の
務
め
と
一
致
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
必
要
性
を
、
若
い
人
々
に
訴
え
て
い
た
…
…
」
（
バ
ロ
ン
）
（
し
か
し
、
バ
ロ
ン

は
、
こ
の
指
摘
の
根
拠
と
な
る
出
典
は
示
し
て
い
な
い
）
。
彼
の
こ
の
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
解
釈
に
よ
れ
ば
、
『
借
主
論
』
は
、
サ
ル
タ
ン
テ
ィ
の
、

人
文
主
義
者
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
民
と
し
て
の
態
度
の
表
明
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
『
儲
主
論
』
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

の
市
民
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
書
か
れ
た
よ
う
な
、
単
な
る
人
文
主
義
的
産
物
で
は
決
し
て
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
バ
ロ
ン
は
、
こ
の
よ
う
に
、
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
著
作
を
人
文
主
義
者
と
し
て
の
立
場
と
、
市
民
や
書
記
官
長
と
し
て
の
公
的
立
場
と
が
い
わ

ば
一
元
的
に
、
つ
ま
り
調
和
し
た
世
界
の
成
果
と
し
て
理
解
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
誤
解
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
は
バ
ロ
ン
理
論
に
特
徴
的
な

認
識
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ
の
特
徴
的
な
認
識
は
ひ
と
り
バ
ロ
ン
に
限
定
さ
れ
な
い
。
ル
ネ
サ
ン
ス
研
究
の
も
う
一
人
の
大
家
E
・
ガ
レ
ン

も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
文
学
的
生
産
と
政
治
的
著
述
生
産
と
の
間
に
存
在
す
る
緊
密
な
連
関
。
『
ウ
マ
ニ
ス
タ
』
た
ち
に
あ
っ
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

『
個
人
的
』
な
『
文
学
』
活
動
と
、
『
公
的
』
な
『
役
所
の
任
務
』
で
あ
る
活
動
と
が
、
切
り
離
し
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
」

　
し
か
し
、
私
は
こ
の
よ
う
な
一
元
的
な
見
方
に
疑
問
を
感
じ
る
。
人
文
主
義
者
の
著
作
の
生
産
の
形
態
は
、
実
は
遙
か
に
複
雑
で
あ
っ
た
と

考
え
る
。
た
と
え
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
自
身
が
、
人
文
主
義
者
の
あ
り
方
と
市
民
と
し
て
の
義
務
は
一
致
す
べ
し
、
と
言
明
し
て
著
述
上
の
姿
勢
を

理
念
的
に
示
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
理
論
上
の
こ
と
で
あ
り
、
一
つ
の
建
て
前
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
人
文
主
義
者
に
お

い
て
は
、
時
に
修
辞
学
的
意
識
が
自
立
し
て
一
人
歩
き
し
て
、
自
己
の
公
的
、
職
務
的
立
場
か
ら
（
場
合
に
は
、
誤
解
を
恐
れ
ず
に
構
え
ば
、

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

彼
自
身
の
あ
ら
ゆ
る
立
場
か
ら
）
分
離
す
る
こ
と
さ
え
あ
り
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
人
文
主
義
者
の
修
辞
学
的
志
向
は
、
主
と
し
て
二
種
類
の
形
で
示
さ
れ
た
と
考
え
た
い
。
一
つ
は
遊
戯
的
意
味
を
帯
び
た
も
の
、
今
一
つ
は

状
況
に
対
応
し
た
実
践
的
意
味
を
帯
び
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
遊
戯
的
意
味
に
つ
い
て
見
る
。
ル
ネ
サ
ン
ス
の
人
文
主
義
者
は
、
古
典
古
代
の
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サルターティの人文主義とr僧主論』（石坂）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

修
辞
学
と
雄
弁
術
の
復
興
を
意
図
す
る
傾
向
が
強
く
、
そ
の
中
で
議
題
が
好
ん
で
設
定
さ
れ
た
。
古
典
古
代
で
行
わ
れ
た
議
論
に
特
ミ
誌
§
馬

と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
対
立
す
る
二
つ
の
も
の
を
提
示
し
、
そ
の
比
較
の
中
で
い
ず
れ
が
優
位
に
あ
る
か
を
論
じ
あ
う
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
議
論
の
形
態
を
模
倣
し
て
ル
ネ
サ
ン
ス
人
文
主
義
者
は
、
例
え
ば
、
瞑
想
生
活
か
活
動
生
活
か
、
知
性
か
意
志
か
、
共
和
国
か
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

主
国
か
、
ス
キ
ビ
オ
か
カ
エ
サ
ル
か
…
…
な
ど
、
い
ず
れ
の
方
が
優
れ
て
い
る
か
好
ん
で
論
議
し
た
の
で
あ
る
。
（
こ
の
議
論
好
き
の
背
景
に

お
い
て
、
カ
エ
サ
ル
と
キ
ケ
ロ
の
政
治
行
動
の
是
非
、
『
神
曲
』
で
の
ダ
ン
テ
の
判
断
の
是
非
に
つ
い
て
の
聞
題
が
彼
ら
の
格
好
の
議
題
と
な

る
こ
と
は
、
十
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
）
そ
し
て
そ
の
議
題
は
知
的
な
訓
練
の
性
格
が
強
く
、
あ
え
て
言
え
ば
、
多
か
れ
少
な
か
れ

議
論
自
体
を
楽
し
む
、
言
わ
ば
遊
戯
的
意
味
を
帯
び
て
い
た
。
従
っ
て
そ
こ
で
問
題
な
の
は
、
主
張
者
が
そ
の
主
張
を
信
念
と
し
て
抱
き
、
彼

の
生
き
方
の
根
底
を
な
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
巧
み
な
論
法
そ
れ
自
体
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
例
え
ば
、
前
日
に
主
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

し
た
事
柄
と
全
く
正
反
対
の
こ
と
を
、
次
の
日
に
故
意
に
主
張
し
て
、
自
分
の
自
在
な
雄
弁
性
を
誇
示
す
る
こ
と
さ
え
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

さ
ら
に
常
識
を
破
っ
て
、
わ
ざ
と
儘
主
政
と
か
禿
げ
頭
を
賛
葵
し
た
論
理
を
展
開
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
同
じ
よ
う
な
観
点
か
ら
、
ポ
ッ
ジ
ョ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

・
ブ
ラ
ッ
チ
ョ
リ
！
二
は
そ
の
『
貧
欲
に
つ
い
て
』
b
馬
象
§
蕊
§
と
い
う
対
話
形
式
の
人
文
主
義
的
著
作
の
中
で
、
貧
打
が
い
か
に
す
ば
ら

　
　
ヘ
　
　
へ

し
い
美
徳
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
登
場
人
物
の
一
入
に
故
意
に
主
張
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
主
張
者
に
対
し
て
、
別
の
登
場
人
物
は
、

貧
欲
を
賞
賛
す
る
あ
な
た
の
や
り
方
は
、
修
辞
学
的
訓
練
と
し
て
、
邪
悪
な
償
主
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
を
賞
賛
し
て
神
聖
な
プ
ラ
ト
ン
を
非
難
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

た
古
代
の
修
辞
家
を
ま
ね
た
も
の
で
す
ね
、
と
指
摘
す
る
く
だ
り
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
古
代
の
雄
弁
術
と
修
辞
学
の
復
興
を
志

向
す
る
人
文
主
義
者
に
と
っ
て
、
ど
ん
な
立
場
に
立
っ
て
も
説
得
力
を
も
っ
て
自
己
主
張
で
き
る
よ
う
な
雄
弁
的
能
力
を
備
え
る
こ
と
が
課
題

と
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
議
論
が
知
的
訓
練
と
し
て
、
知
的
遊
戯
と
し
て
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
と
り
わ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

職
務
的
世
界
を
離
れ
た
所
、
た
と
え
ば
サ
ロ
ン
や
個
人
書
簡
な
ど
に
お
い
て
目
立
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
人
文
主
義
者
の
修
辞
学
的
志
向
の
よ
り
重
要
な
形
態
は
、
状
況
へ
の
実
践
的
対
応
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
あ
る
与

え
ら
れ
た
状
況
に
柔
軟
に
対
応
し
、
自
分
の
立
つ
立
揚
を
正
当
化
す
る
た
め
に
修
辞
学
と
雄
弁
術
を
駆
使
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
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職
務
上
依
頼
さ
れ
た
演
説
の
場
面
で
は
、
自
分
の
信
念
と
は
別
に
そ
の
場
面
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
述
べ
た
。
当
時
、
外
交
儀
式
や
そ
の
他
の

数
々
の
公
的
儀
式
に
お
い
て
入
文
主
義
着
に
名
演
説
を
期
待
し
て
お
り
、
彼
ら
の
修
辞
駒
演
説
は
本
来
的
な
職
務
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、

最
も
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
類
似
し
た
こ
と
は
、
次
の
よ
う
に
私
的
な
分
野
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
お
い
て
人
文
主
義
者
は
、
古
典
古
代
の
道
徳
哲
学
に
通
じ
た
知
的
存
在
と
し
て
、
教
育
的
地
位
に
あ
っ
た
。
学
校
や
サ
ー

ク
ル
や
書
簡
に
お
い
て
彼
ら
は
、
道
徳
的
指
導
者
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
二
者
択
一
を
前
に
助
言
を
仰
ぐ
迷
え
る
友
人
に
対
し
て
、
人
文
主
義

者
は
そ
の
友
人
を
取
り
巻
く
状
況
を
考
慮
し
て
や
り
、
迷
い
つ
つ
も
歩
ま
ん
と
す
る
彼
の
立
場
を
励
ま
す
よ
う
に
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
忠
告

を
与
え
て
や
る
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
。
次
に
具
体
例
を
い
く
つ
か
見
て
い
き
た
い
。
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
中
期
の
著
作
『
世
俗
と
宗
教
』
b
馬
留
ミ
§

ミ
ミ
喧
§
恥
（
δ
c
。
ゲ
Q
。
N
）
に
は
深
い
ペ
シ
ミ
ズ
ム
と
瞑
想
生
活
志
向
が
は
っ
き
り
と
認
め
ら
れ
、
異
教
文
学
に
対
す
る
否
定
的
態
度
さ
え
認
識

さ
れ
る
。
バ
ロ
ン
ら
の
歴
史
家
は
そ
こ
に
チ
ョ
ム
ピ
の
乱
の
時
代
の
混
迷
の
反
映
を
見
て
解
釈
す
る
。
私
は
そ
の
こ
と
を
全
面
的
に
否
定
す
る

つ
も
り
は
な
い
が
、
そ
の
著
作
の
執
筆
の
直
接
的
動
機
に
ま
ず
厨
を
留
め
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
著
作
は
、
世
俗

世
界
を
捨
て
て
、
敢
え
て
修
道
院
に
入
っ
た
あ
る
友
人
か
ら
、
自
分
が
取
っ
た
道
が
正
当
で
あ
る
こ
と
を
弁
護
し
、
激
励
し
て
く
れ
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

と
依
頼
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
書
か
れ
た
返
事
の
書
簡
な
の
で
あ
る
。
ま
ず
書
簡
の
こ
の
動
機
と
意
図
を
頭
に
い
れ
て
お
か
ね
ば
、
こ
こ
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
異
教
文
学
へ
の
否
定
的
態
度
（
人
文
主
義
研
究
の
否
定
に
通
ず
る
！
）
の
言
葉
は
説
明
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
人
文
主
義
者

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

が
人
文
主
義
研
究
を
否
定
す
る
言
葉
を
発
す
る
時
、
我
々
は
驚
く
よ
り
も
、
そ
の
書
簡
の
執
筆
の
動
機
と
背
景
に
目
を
配
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
書
簡
に
お
い
て
は
、
当
然
に
相
手
の
置
か
れ
た
状
況
に
応
じ
て
内
容
は
変
わ
り
う
る
わ
け
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
発
言
内
容
も
よ

り
広
い
視
野
か
ら
検
討
す
る
と
前
後
に
矛
盾
が
あ
っ
た
り
、
思
想
的
な
一
貫
性
に
欠
く
場
含
が
あ
っ
た
り
し
た
の
で
あ
る
。
サ
ル
背
明
テ
ィ
の

場
合
、
活
動
生
活
と
瞑
想
生
活
と
は
い
ず
れ
が
優
位
に
あ
る
か
に
つ
い
て
、
彼
の
前
後
に
矛
盾
し
た
発
言
が
指
摘
さ
れ
る
。
一
方
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

あ
る
友
人
に
修
道
院
生
活
の
怠
惰
さ
を
否
定
し
て
世
俗
的
な
活
動
生
活
の
方
が
神
の
意
思
に
近
い
神
聖
な
も
の
だ
と
奨
め
て
お
き
な
が
ら
、
後
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に
逆
に
、
あ
る
女
性
に
干
し
て
結
婚
生
活
と
い
う
堕
落
し
た
生
活
を
否
定
し
、
修
道
院
生
活
の
高
貴
さ
を
訴
え
て
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

嫁
に
な
る
こ
と
を
奨
め
た
の
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
同
時
期
（
前
者
は
一
三
九
八
年
置
後
老
は
一
三
九
九
年
）
の
書
簡
で
あ
り
な
が
ら
、
主
張
の
力
点

（
実
は
こ
れ
も
非
常
に
微
妙
で
、
決
し
て
単
純
で
は
な
い
の
だ
が
）
が
異
な
る
の
は
、
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
自
身
の
思
想
の
発
想
自
体
に
よ
る
も
の

と
見
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
発
面
し
た
相
手
の
立
場
や
状
況
に
対
応
し
て
結
論
を
導
く
傾
向
が
強
く
、
今
の
事
例
に
お
い
て
は
、
前
者

の
友
人
の
場
合
は
活
動
生
活
が
、
後
者
の
女
性
の
場
合
は
修
道
院
生
活
が
そ
れ
ぞ
れ
適
切
で
あ
る
と
い
う
判
断
が
働
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
書
簡
に
紺
す
る
こ
の
見
方
で
ど
の
書
簡
も
解
釈
で
き
る
と
は
思
え
な
い
が
、
原
則
的
に
は
か
な
り
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。

　
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
研
究
家
の
B
・
L
・
ア
ル
マ
ン
も
、
こ
れ
と
類
似
し
た
観
点
か
ら
、
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
あ
る
書
簡
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、
サ

ル
タ
ー
テ
ィ
の
そ
の
書
簡
の
書
か
れ
た
背
景
に
視
点
を
す
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
再
婚
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、
コ
ル
ッ
チ
ョ
・
サ
ル
タ
ー

テ
ィ
が
一
方
で
否
定
的
内
容
の
書
簡
を
書
き
な
が
ら
、
後
に
自
ら
再
婚
に
踏
み
切
る
と
い
う
矛
盾
し
た
言
動
を
説
明
し
て
、
ア
ル
マ
ン
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

サルターティの人文主義とr償主論』（石坂）

　
「
…
…
あ
ら
ゆ
る
発
言
は
、
す
べ
て
の
文
献
学
者
が
知
っ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
背
景
の
中
で
研
究
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
コ
ル
ッ
チ
ョ
は
、
ま
さ
に
そ

の
手
紙
の
中
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ー
ネ
が
男
や
も
め
の
ま
ま
で
い
た
こ
と
の
た
め
に
、
彼
を
ほ
め
称
え
る
。
こ
の
手
紙
が
書
か
れ
て
か
ら
二
年
後
、
コ
ル
ッ
チ
ョ

の
妻
が
死
去
し
、
幼
な
い
息
子
が
残
さ
れ
る
。
そ
れ
か
ら
ほ
ど
な
く
彼
は
再
婚
す
る
。
矛
盾
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
い
や
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
我
々

は
慰
め
の
手
紙
と
い
う
特
殊
な
状
況
、
つ
ま
り
ナ
ポ
レ
オ
ー
ネ
の
行
為
と
性
格
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
コ
ル
ッ
チ
ョ
は
、
修
道
院
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

留
ま
ろ
う
と
す
る
男
に
対
し
て
反
対
し
な
か
っ
た
と
同
様
に
、
男
や
も
め
の
結
婚
に
も
反
対
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
」

　
以
上
の
い
く
つ
か
の
具
体
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
人
文
主
義
者
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
思
想
と
精
神
の
軌
跡
を
彼
の
書
簡
の
み
か
ら
、
そ
れ
も

文
字
通
り
に
追
求
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
は
、
そ
も
そ
も
方
法
論
的
に
問
題
が
あ
る
の
で
あ
る
。
問
題
の
『
儲
主
論
』
も
書
簡
で
あ
り
、
相
手

の
個
人
的
な
立
場
と
状
況
が
深
く
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
考
慮
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
断
定
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で
き
る
部
分
は
少
な
い
。
し
か
し
バ
揮
ン
の
よ
う
に
そ
れ
を
一
切
配
慮
せ
ず
、
一
方
的
に
ジ
ャ
ン
・
ガ
レ
ア
ヅ
ツ
ォ
の
台
頭
を
直
接
的
に
し
て

全
面
的
な
契
機
と
し
て
捉
え
る
や
り
方
に
は
疑
問
が
残
る
。
そ
の
一
方
的
な
先
入
観
が
、
文
献
そ
の
も
の
の
客
観
的
分
析
さ
え
歪
め
て
い
る
こ

と
は
、
既
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
で
は
、
『
借
主
論
』
の
背
景
を
ど
う
捉
え
る
べ
き
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
推
測
の
域
を
越
え
な
い
。

し
か
し
推
測
的
考
察
で
あ
り
な
が
ら
も
、
バ
ロ
ン
の
極
端
な
解
釈
に
陥
ら
な
い
で
、
妥
当
な
方
向
を
示
し
て
い
る
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
研
究
家
に
よ

る
成
果
が
あ
る
の
で
、
ま
ず
そ
れ
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
文
化
的
背
景
と
し
て
、
当
時
知
識
人
の
間
で
ダ
ン
テ
の
カ
エ
サ
ル
観
を
め
ぐ
っ
て
強
い
関
心
を
も
っ
て
論
議
が
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
、
R
・
G
・
ウ
ィ
ッ
ト
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
古
典
古
代
へ
の
関
心
の
中
で
カ
エ
サ
ル
の
是
非
を
め
ぐ
る
論
議
は
、
知
的
、

雄
弁
術
的
対
象
で
あ
っ
た
。
事
実
十
四
世
紀
に
お
い
て
は
色
々
の
注
釈
家
が
『
神
曲
』
を
注
釈
す
る
中
で
、
ダ
ン
テ
の
カ
エ
サ
ル
の
扱
い
に
つ

い
て
自
分
た
ち
の
解
釈
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
ポ
ッ
カ
ッ
チ
ョ
に
よ
る
『
神
曲
』
注
釈
書
は
、
ダ
ン
テ
の
裁
定
に
対
し
て
正
反
対

の
挑
戦
的
な
見
解
を
展
開
し
た
。
そ
こ
で
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
研
究
家
R
・
G
・
ウ
ィ
ッ
ト
は
、
そ
れ
を
読
ん
だ
パ
ド
ヴ
ァ
の
学
生
ア
ン
ト
ー
ニ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

・
ダ
・
ア
ク
ィ
ラ
が
疑
問
を
覚
え
、
「
ダ
ン
テ
は
間
違
い
を
犯
し
た
の
か
」
と
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
に
質
閥
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

i
し
か
し
、
そ
れ
で
も
『
借
主
論
』
の
成
立
の
背
景
を
、
こ
の
文
学
的
、
人
文
主
義
的
領
域
だ
け
に
し
ぼ
っ
て
、
そ
こ
だ
け
で
片
づ
け
、
政

治
的
背
景
を
一
切
閉
鎖
し
て
し
ま
う
の
も
問
題
で
あ
ろ
う
。
歴
史
的
事
実
と
し
て
ト
レ
チ
ェ
ン
ト
の
政
治
世
界
で
は
、
諸
都
市
に
借
主
の
出
現

を
見
た
。
こ
の
背
景
か
ら
こ
そ
、
法
律
家
の
バ
ル
ト
ル
ス
は
、
既
に
見
た
よ
う
に
借
主
政
に
つ
い
て
法
理
論
的
考
察
を
体
系
的
に
展
開
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
特
徴
的
な
時
代
背
景
の
中
で
、
知
識
人
の
聞
で
政
治
的
議
題
と
し
て
借
主
の
正
当
性
が
論
議
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
え
た
わ
け
で

あ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
か
ら
た
だ
ち
に
『
盟
主
論
』
を
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
と
ミ
ラ
ノ
の
戦
闘
状
態
と
結
び
つ
け
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
い
て
、

借
主
政
を
弁
護
し
よ
う
と
す
る
ト
レ
チ
ェ
ン
ト
精
神
が
高
ま
っ
た
と
い
う
背
景
の
所
産
と
ま
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
は
苦
し
い
し
、
そ
も
そ

も
根
拠
が
な
い
。

　
む
し
ろ
、
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
に
質
問
し
た
パ
ド
ヴ
ァ
の
学
生
に
視
点
を
置
い
た
B
・
L
・
ア
ル
マ
ン
の
「
純
粋
な
思
索
」
の
方
が
、
書
簡
の
現

86　（608）
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⑳

実
的
な
背
景
を
念
頭
に
す
え
て
興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
ア
ル
マ
ン
は
、
ア
ン
ト
ー
ニ
オ
が
、
借
主
の
カ
ラ
ラ
家
の
支
配
す
る
パ
ド
ヴ
ァ
に
住
ん

で
い
た
こ
と
か
ら
、
自
分
の
置
か
れ
た
こ
の
政
治
状
況
に
問
題
意
識
を
据
え
て
、
ダ
ン
テ
が
儲
冷
汗
を
擁
護
し
た
の
は
正
当
で
あ
っ
た
か
発
問

し
た
と
考
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
は
、
法
主
支
配
と
い
う
相
手
の
や
む
を
え
ぬ
現
実
的
状
況
を
考
慮
し
て
、
パ
ド
ヴ
ァ
の
支
配

体
鯛
を
公
然
と
非
難
す
る
の
で
は
な
く
政
治
的
現
実
の
見
地
か
ら
『
借
主
論
』
を
展
開
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
論
す
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
知
識
人
の
間
で
ダ
ン
テ
が
議
論
さ
れ
て
い
た
と
い
う
文
化
的
背
景
も
、
発
間
者
の
都
市
パ
ド
ヴ
ァ
が
借
主
支
配
下
に
あ
っ
た
と
い

う
政
治
的
背
景
も
、
い
ず
れ
も
『
借
主
論
』
の
執
筆
に
直
接
作
用
し
て
内
容
を
決
定
づ
け
た
背
景
で
あ
る
と
断
定
し
て
採
用
で
き
る
性
質
の
も

の
で
は
な
い
。
た
だ
、
こ
こ
で
確
固
と
し
て
認
識
で
き
る
個
人
的
背
景
は
、
そ
れ
と
矛
盾
し
な
い
中
で
、
ダ
ン
テ
を
敬
愛
す
る
パ
ド
ヴ
ァ
の
学

生
が
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
知
恵
を
代
表
す
る
人
文
主
義
者
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
に
対
し
て
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
誇
り
で
あ
る
は
ず
の
ダ
ン
テ
が
、
本

当
に
誤
謬
に
陥
っ
た
の
か
一
と
い
う
質
問
を
投
げ
か
け
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
に
対
し
て
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
が
彼
の
知
恵
の
総
力
を
も

っ
て
ダ
ン
テ
を
弁
護
す
る
義
務
を
感
じ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
ち
が
い
の
な
い
個
人
的
背
景
と
し
て
認
識
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
こ
の
認
識
だ
け
に
し
ぼ
り
、
そ
れ
を
人
文
主
義
者
の
修
辞
学
的
志
向
と
い
う
先
に
確
認
し
た
文
化
的
背
景
と
重
ね
て
考
慮
し
て
み
る
だ

け
で
も
、
次
の
こ
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
自
覚
し
た
最
大
の
使
命
は
、
一
方
で
、
敬
愛
す
る
ダ
ン
テ
に
対
し
て
抱
い
た
パ
ド
ヴ
ァ
の
学
生
の
懸
念
を
払
拭
し
て
や
る

た
め
に
、
ま
た
他
方
で
、
国
家
的
に
上
昇
す
る
都
市
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
代
表
す
る
知
識
入
と
し
て
、
国
家
的
、
文
学
的
胎
持
た
る
ダ
ン
テ
を
弁

護
す
る
た
め
に
も
、
『
借
主
論
』
に
お
い
て
、
カ
エ
サ
ル
を
正
当
化
し
、
そ
の
暗
殺
者
を
断
罪
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
全
力
で
問
題
に

取
り
組
み
、
説
得
力
を
も
っ
て
ダ
ン
テ
を
弁
護
し
、
救
済
す
る
こ
と
一
－
こ
の
状
況
課
題
に
対
応
し
て
焦
点
が
合
わ
さ
れ
た
時
、
彼
が
そ
れ
ま

で
に
著
書
や
公
式
書
簡
で
述
べ
た
色
々
の
主
張
も
、
ど
れ
も
彼
に
と
っ
て
今
は
さ
ほ
ど
拘
束
力
や
意
味
を
持
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
ダ
ン
テ
を
弁
護
す
る
と
い
う
視
点
の
み
か
ら
、
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
に
お
い
て
理
論
は
自
ず
か
ら
転
回
し
、
以
前
の
政
治
的
見
解
や
古
代
史

解
釈
に
は
こ
だ
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
、
修
辞
学
的
、
雄
弁
術
的
再
編
成
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
る
砥
ど
こ
の
場

87　（609），



合
、
理
論
的
再
編
成
が
首
尾
一
貫
し
て
な
さ
れ
た
要
因
と
し
て
、
書
簡
が
パ
ド
ヴ
ァ
の
学
生
と
の
個
人
的
な
書
簡
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
議
題
が

古
代
史
の
解
釈
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
り
、
現
実
の
生
々
し
い
政
治
問
題
や
政
治
的
価
値
判
断
を
扱
う
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
頭
の
中
で
は
、
現
実
の
政
治
的
事
情
す
ら
あ
ま
り
意
識
さ
れ
な
か
っ
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
バ
ロ
ン
を
驚
か
せ
、
バ
ロ
ン
の
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
観
の
支
柱
と
な
っ
た
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
君
主
政
賛
美
（
実
は
、
理
論
的
に

は
、
既
述
の
ご
と
く
決
し
て
驚
く
べ
き
で
は
な
い
の
だ
が
）
も
、
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
自
身
の
本
質
的
な
主
張
と
い
う
よ
り
も
、
前
提
で
あ
り
使
命

で
あ
る
ダ
ン
テ
弁
護
と
い
う
意
図
に
基
づ
い
て
、
派
生
的
に
生
起
し
た
付
随
的
な
主
張
と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
1
事
実
、
『
備

蓄
論
』
か
ら
五
年
後
の
一
四
〇
五
年
に
な
る
と
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
は
、
今
度
は
公
式
の
書
簡
の
中
で
、
書
記
官
長
と
し
て
カ
エ
サ
ル
に
対
す
る
否

定
的
評
価
を
躊
躇
な
く
提
示
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
パ
獄
ン
の
文
献
解
釈
の
方
法
と
そ
れ
に
基
づ
く
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
観
に
潜
む
問
題
性
が
明
確
化
し
て
く
る
で
あ
ろ

う
。
バ
ロ
ン
は
、
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
公
的
活
動
と
著
作
活
動
と
を
一
元
的
に
捉
え
て
、
調
和
し
た
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
立
場
か
ら
、
バ
ロ
ン

は
サ
ル
タ
ン
テ
ィ
の
公
私
の
ど
の
著
作
に
も
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
共
和
主
義
体
制
に
生
き
る
公
民
と
し
て
の
自
覚
と
、
公
職
に
携
わ
る
者
と
し
て
の

責
務
と
を
書
簡
の
中
に
前
提
と
し
て
深
く
意
味
づ
け
て
解
釈
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
研
究
的
視
点
は
、
『
借
主
論
』
と
い
う
書
簡
の
個
人
的
、

修
辞
学
的
背
景
に
よ
る
成
立
の
側
面
を
完
全
に
ネ
グ
レ
ク
ト
す
る
ア
．
フ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
故
に
そ
の
視
点
か
ら
は
『
塔
主
論
』
の
真
意
は
決
し

て
見
え
て
来
な
い
し
、
正
し
い
解
釈
の
展
望
も
見
え
て
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
視
点
は
、
た
と
え
『
借
主
論
』
の
中
に
同
時
代
の
借
主
や
借

主
国
の
名
前
が
出
て
来
な
く
と
も
、
そ
の
も
と
も
と
の
先
入
観
に
よ
っ
て
そ
の
著
作
と
そ
の
時
代
の
政
治
的
動
向
を
直
結
さ
せ
る
推
論
を
一
方

的
に
先
行
さ
せ
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
、
『
僑
主
論
証
（
確
か
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
共
和
主
義
体
制
を
否
定
し
た
と
誤
解
で
き
る
余
地
は
十
分
目

あ
る
著
作
だ
）
の
中
に
、
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
思
想
的
な
激
変
一
伝
統
思
想
へ
の
決
定
的
後
退
一
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
バ
ロ
ン
の
視
点
で
は
、
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
意
識
の
中
に
思
想
的
激
変
が
な
け
れ
ば
、
決
し
て
『
僧
主
論
』
の
よ
う
な
暦
世
を
正
当
化
す
る
著

作
は
書
か
れ
な
か
っ
た
は
ず
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
誤
解
の
上
に
バ
ロ
ン
の
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
観
と
「
市
民
的
人
文
主
義
」
の
概

88　（610）・



サルターティの人文主義とr潜主論』（石坂）

念
が
乗
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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本
稿
で
は
、
サ
ル
春
望
テ
ィ
の
『
惜
主
論
』
に
関
す
る
バ
ロ
ン
の
解
釈
に
対
し
て
、
『
網
主
論
』
そ
の
も
の
の
文
献
的
把
握
と
い
う
側
面
と
、

ま
た
人
文
主
義
的
著
作
に
対
す
る
ア
ブ
環
ー
チ
の
あ
り
方
と
い
う
側
面
と
の
二
側
面
か
ら
、
疑
問
と
考
察
を
提
示
し
た
。
特
に
後
者
の
側
面
に

つ
い
て
は
、
人
文
主
義
者
に
お
い
て
修
辞
学
的
志
向
が
本
質
的
に
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
歴
史
的
視
点
か
ら
検
討
し
た
。
こ
の
視
点

は
、
P
・
O
・
ク
リ
ス
テ
ラ
ー
と
J
・
E
・
シ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
ル
ネ
サ
ン
ス
人
文
主
義
に
つ
い
て
の
総
論
的
な
著
作
に
負
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
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本
論
は
そ
の
視
点
を
実
際
に
問
題
の
『
借
主
論
』
に
あ
て
て
展
望
し
た
い
わ
ば
各
論
的
な
試
み
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
展
望
さ
れ

た
視
野
と
得
ら
れ
た
結
論
は
バ
ロ
ン
の
そ
れ
と
か
な
り
異
な
っ
た
も
の
乏
な
っ
た
。
加
え
て
、
バ
ロ
ン
に
お
い
て
自
明
と
さ
れ
て
い
た
も
の
に

対
す
る
疑
問
も
示
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
バ
露
ソ
史
学
に
お
け
る
『
借
主
論
』
の
解
釈
も
そ
れ
に
依
拠
し
た
サ
ル
タ
ー
テ
ィ

観
、
そ
し
て
そ
れ
と
の
関
連
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
市
民
的
人
文
主
義
の
理
論
、
加
え
て
そ
れ
ら
を
生
み
出
す
文
献
解
釈
法
一
こ
れ
ら
す
べ

て
に
対
す
る
疑
問
と
批
判
が
こ
こ
に
確
認
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
課
題
は
ま
だ
多
い
。
こ
こ
で
の
視
点
と
結
論
は
、
な
お
も
少
な
く
と
も
二
つ
の
見
地
か
ら
の
今
後
の
研
究
に
よ
っ
て
補

強
、
な
い
し
は
再
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
一
つ
は
、
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
他
の
数
々
の
著
作
と
の
比
較
と
関
連
か
ら
の
な
お
い
っ
そ
う
の
研

究
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の
生
き
た
激
動
の
時
代
の
歴
史
状
況
（
政
治
的
、
社
会
的
）
に
つ
い
て
の
な
お
い
っ
そ
う
深
い
分

析
か
ら
の
研
究
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
バ
ロ
ン
の
教
え
る
政
治
史
と
文
化
史
と
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
結
び
つ
け
に
よ
る
歴
史
叙
述
が
、
サ
ル

タ
ー
テ
ィ
を
め
ぐ
っ
て
い
っ
そ
う
豊
か
に
展
開
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
も
そ
も
、
「
市
民
的
人
文
主
義
」
を
中
心
と
し
た
バ
ロ
ン
の
ル
ネ
サ
ン
ス
理
論
の
形
成
に
お
い
て
基
礎
的
な
役
割
を
果
し
た
文
献
解
釈
法

は
、
彼
の
体
内
に
本
質
的
に
染
み
込
ん
で
い
た
発
展
史
的
な
歴
史
感
覚
に
基
づ
い
て
、
歴
史
を
近
代
世
界
へ
の
形
成
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
よ

う
と
す
る
前
提
に
導
か
れ
た
面
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
く
し
て
、
歴
史
現
象
を
明
確
な
理
念
的
傾
向
に
お
い
て
捉
え
て
い
こ
う
と
す
る

と
こ
の
ろ
、
十
九
世
紀
か
ら
の
伝
統
的
な
ド
イ
ツ
史
学
的
姿
勢
、
そ
し
て
激
動
の
近
代
ド
イ
ツ
に
お
い
て
バ
ロ
ン
が
自
ら
体
験
し
深
刻
な
問
題

意
識
を
感
じ
た
は
ず
の
三
つ
の
対
照
的
な
政
治
形
態
、
す
な
わ
ち
ド
イ
ツ
帝
国
と
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
と
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
い
う
政
治
状
況

1
こ
う
し
た
も
の
が
、
バ
ロ
ン
史
学
を
形
成
す
る
の
に
何
ら
か
の
形
で
作
用
し
た
文
化
的
、
政
治
的
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
は
か
な

ろ
う
か
。
バ
ロ
ン
史
学
も
、
そ
ろ
そ
ろ
そ
の
成
立
を
、
現
代
史
と
史
学
史
の
背
景
の
中
で
眺
め
て
捉
え
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
の
時
代
的

な
距
離
が
で
き
て
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
窟
都
府
立
向
腸
高
等
学
校
敦
諭
　
京
都
麿
乙
訓

90　（612）



the　Sengoku戦国per圭od　has　never　been　studied　hitherto，　for，　it　has

been　regarded，　in　this　per’iod　the　Bakufu－Shugo　regime　had　co！lapsed

completely．

　　The　author　newly　has　sampled　the　impositions，　taking　into　consideration

the　lost　part　of　the　documents　owned　by　the　Shugo　families．　As　the

result，　the　io11owing　points　are　confirmed：　the　lkkokuheil〈inyaku　in　the

first　half　of　the　sixteenth－century，　as　in　the　second　half　of　the　fifteenth－

century，　took　the　form　of　“Kuniyal〈tt’i，　which　meant　a　fixed　amount

imposition　on　the　Shugos，　and．　the　former　Jitogokeninyaku地頭御家人役

was　also　imposed　as　“Kuniyaku”．　Moreover，　generally　speaking，　the

geOgraphical　extent　of　this　imposition－system　did　not　change　between

．the　second　half　of　the　fifteenth　and　the　first　half　of　the　sixteenth　century．

These’　Kuniyaku　impositions　were　closely　bound　up　with　the　development

of　the　territorial　rules　by　the　Shugos，　and　conditioned　their　ruling

principles．　From　this　point　of　view，　this　period　was　the　last　stage　of

the　changing　process　of　the　Bakufu－Shugo　reglme．　And　since　the　mid－

sixteenth　century，　this　regime　finally　collapsed　as　the　ShugOs　lost　their

powers　one　after　another．

Humanism　of　Salutati　and　De　Tyranno

by

Naotake　lshizaka

　　Hans　Baron，　an　American　scholar　of　Renaissance　history，　took　a　general

view　of　the　history　of　Renaissance　thought　from　a　new　viewpoint　based

upon　his　synthesis　of　the　politics　and　humanistic　literature　of　the　period

when　Florence　passed　from　medieval　ideas　to　the　civic　thought　of

Renaissance　society．　Coluccio　Salutati　is，　in　Baron’s　theory，　lnterpreted

as　a　transition　from　medieval　humanists，　such　as　Petrarch，　to　Renaissaance

humanists，　such　as　L．　Bruni，　one　of　the　inost　outstanding　theorists　of

“　Civic　Humanism．　”　Baron’s　images　of　Salutati　are　derived　mainly　from

Salutati’s　De　Tyranno，　a　work　written　in　1400　against　the　background

of　the　rise　of　tyranny　in　ltaly．　However，　Baron’s　interpretation，　it　seems，

is　questionable　in　some　points：is　it　right　to　look　at　Salutatl’s・work
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solely　as　a　reaction　to　the　critical　situation　of　F1orence？　Does　not　the

work，　a　letter　written　by　a　humanistic　teacher，　reflect　the　humanlstic

rhetoric　of　the　period？　we　should　re－examine　this　problematic　work

from　a　broadened　cultura1　perspective，　in　1ight　of　the　background　of

Renaissance　thought，　and　above　al！　the　rhetorical　tradition　of　Renaissance

Humanisrn．
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